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柔道整復師とは

平成24年 9月 16日 に日本医療福祉新聞社の発行 した「営業法の解説」に、厚生省としての正式

な見解を述べている。 (こ れは昭和23年に厚生省の医務課現在の医事課で作成されたものの現代

語版 )

結論として、「本来は医師が当然行うべき医業の一部を免許により行うものである」こと、そ

の業務は免許範囲内のものに限られる。営業法第一条は、国民医療法第一項に対する例外法、あ

るいは特別法として業務の範囲内において、医業の一部をなし得ることを規定している。

ここにいう免許は、医療禁止の一部解除を内容とする国家の行為であり、免許を受けた者は、

夫々の業務の範囲内で医業の一部を行うことが許されることになる。そこで柔道整復師は、医業

の一部を免許によつて国から許された国家資格者である。

すなわち、柔道整復師は医業の一部を免許によって国から許されている柔道整復術について、

国民が医療選択肢の一つとして理解できるように、自分たち柔道整復師も行政の行動を待つので

はなく自分たちから情報発信するものである。

2014年の医療法の改正によって、医療法第 6条の 2の 3項に「国民の責務」が盛 り込まれた。

「国民は、良質かつ適切な医療の効率的な提供に資するよう、医療提供施設相互間の機能の分

担及び業務の提携の重要性についての理解を深め、医療提供施設の機能に応 じ、医療に関する選

択を適切に行い、医療を適切に受けるように務めなければならない。」

よつて、国民が責任を負わされていることから、行政は国民のために、この条文に記載されて

いる責務を果たすための必要かつ正確な情報提供を発信 しなければならない。



会長新任のご挨拶

会員の皆様におかれましては、益々ご健勝の

こととお喜び申し上げます。

日頃は、本会事業にご理解とご協力を賜 り厚

く御礼申し上げます。

私は、先の通常総会で本会会長に選定いただ

き、その重責に身の引き締まる思いでございま

す。12年 の間、副会長として学び経験 してきた

ことを活かし今後の本会運営に真っ向から取 り

組んでまいります。

業界は、施術所の乱立、介護施設の増加、過

剰な保険調査などで、増々追い込まれていま

す。県内は、今のところ医師会執行部の先生方

や保険者、行政機関などの関係団体 とは良好な

状態が続いていると思います。今後もお互いの

顔が見える関係を維持することで信頼関係を深

めてまい ります。

以前から、本会は公益事業に積極的に取 り組

み地元住民の健康増進に大いに寄与 してきまし

た。職能を生かした社会貢献は行政や地域住民

から必要 とされています。そこで、防災・防

犯・スポーツ支援は現状の活動を継承 します。

防災活動は永年の実績から日赤職員の方と意

見交換ができるようになりました。今まで防災

協定は県一本でしたが、昨年は安曇野市と協定

を結ぶことができました。今後も市町村 との締

結 は事業部で推進 してい きます。新生長野

DJATは 、日整のコンプライアンス委員会と歩

調を合わせて活動 していただきます。また、日

赤長野県支部 と医師会 との連携 も欠かせ ませ

ん。北信越ブロックでも防災活動について協議

されています。

介護予防は今年から保険部の管轄になりまし

高田

た。多 くの会員が事業に参入 して、地元との連

携を深めてください。機能訓練は診療に活用で

ますし、報酬 もあります。

保険請求だけを目的とすれば、社会から軽視

されてしまいますので、今後 も必要分野で公益

活動を展開します。

本会事業につきましては、年々会費収入が減

少 していますので効率的な会務運営 を行いま

す。可能な限り同日に複数の会務が行えるよう

都合をつけていただきたいと思います。また、

従前にとらわれず、今年度の業務執行状況を見

て来年度の事業と予算編成に反映させたいと考

えています。

学術の分野では、日整の寄附講座は予算の間

題と研究成果が厚労省の料金改正に反映しない

ことから打ち切 りとなりました。当会は職能団

体と学術団体の両面を持ち合わせているので、

学術技術の研鑽に努めなくてはなりません。会

員は個々に学習 していると思いますが、学術面

だけでなく保険取扱高の増加 も視野に入れ、経

営に関する研修会などを開催 したいと思いま

す。また、超音波観察を授業に取 り入れている

大学 もあります。若い会員のためにもエコーの

講習会などを開催 したいと思います。病院に勤

務するOT・ PTは最新の知識を持っていると思

うので、リハに関しては彼 らから学ぶことも方

法です。患者さんの取扱件数は施術者により大

きな開きがあります。そこで、多 くの′憲者さん

を診ている会員に施術や経営方法などを公開し

ていただければありがたいと思います。会員は

皆で向上 していかなくてはなりません。医学会

の入会者増強も必要です。
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巻頭挨拶

副会長挨拶

公益社団法人長野県柔道整復師会
副会長

事業部長

5月 21日 、平成29年度公益社団法人長野県柔

道整復師会通常総会において高田新会長のも

と、理事13名監事 2名が選任されスター トしま

した。

不肖私は、副会長に拝命され旧にも増 し重責

の重さを痛切に感 じてお ります。

又、今回役員を退任されました、内山富之前

会長におかれましては、長きに亘 り長野県柔道

整復師会のためにご尽力いただき大変有難うご

ざいました。井坪克人理事、松坂佳雄監事、福

沢茂典監事におかれましても、ご活躍ご尽力い

ただきまして有難うございました。

今後は、 (公社)長野県柔道整復師会発展の

ため、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げ

ます。

前期に続き事業部長を任命され、会員の皆様

のご協力、ご支援を賜 り活動 したいと思います

のでよろしくお願いいたします。

1月 20日 に安曇野市と防災協定 (県下初)を

締結することが出来ました。

5月 21日 に長野D」AT団 員 (19名 )の結団式

が挙行されました。 (団員募集中)

7月 22日 、日本赤十字社長野県支部との懇談

会 (意見交換)を 開催 し我々の職種をアピール

したいと思います。

このように、防災関係について (公社)長野

安藤 恒久

県柔道整復師会赤十字特殊奉仕団として、確立

したものにしたいと考えております。

業界においては、平成27年 に反社会的勢力に

よる不正受給の問題により、業界の社会的信用

は失墜し大問題となりました。これにより国民

や保険者の日は一層厳 しくなってお ります。国

は、大きな制度改革を迫られ社会保障審議会医

療保険部会柔道整復療養費検討委員会が開催さ

れました。

・公的審査会の権限強化

。施術管理者の要件を見直し、卒後の実務経

験及び三年間の研修受講の実施

・柔道整復師学校のカリキュラム等の改正

これらを、日整は不正防止対策として進言 し

来年度から実行性のあるものとしてスター トす

る予定です。

個人契約者が台頭 し柔道整復師会の組織率

は、下降を続けています。多 くの真面目に仕事

をされている会員のためにも、正 しい制度でな

くてはならないはずです。

これまでの、受療委任制度をしっかり存続さ

せ、信頼される療養費制度にしなければなりま

せん。

会員の皆様におかれましては、 (公社)長野

県柔道整復師会の運営にご理解、ご協力を賜 り

厚 く感謝 し御礼申しあげます。



巻頭挨拶

副会長挨拶

平成29年 5月 21日 に開催されました平成29年

度 (公社)長野県柔道整復師会通常総会におい

て、会則に則 り会員の多数の支持を頂きこの度

本会の理事・副会長に就任いたしました。

東信地区所属の柏木久明でございます。まず

もって支持を頂 きました多数の会員の皆様にお

礼申し上げます。今回の立候補に当たり、私の

所信は初めて本会の理事職に就いた平成15年当

時と何 ら変わりがありません。ここで再度所信

をお知らせ します。

所信 「 (公社)長野県柔道整復師会の目的及

び事業に賛同じ県民福祉の精神を尊重 し柔道整

復師として日々の業務で実践すると伴に (公

社)長野県柔道整復師会の我々会員の健全なる

活動環境を整えるために尽力 したい。」

ここで私が強調 したい部分は「我々会員の」

です自分です、私の内心は会員のためという綺

麗ごとばかりでなく現役の柔道整復師・施術者

として自分を自分の想いを一会員として業界に

反映させたい。こんな想いは会員皆様と大差な

いと感 じます。私は人 (他人)のために頑張れ

ます。でも、自分のためにはより以上頑張れる

と思います。そんな意味を所信に込めました。

さて、本年度より本会高田保会長より命 じら

れ、 (公社)長野県柔道整復師会新保険部長に

就任致 しました。現在の柔整師会の業界を取 り

巻 く環境は厳 しいものであります。

真っ先に危惧され切実に感 じる (公社)会員

の収入減、看過するものではあ りません。

諸原因は多数挙げられますが、業界としてそ

柏木 久明

れぞれの対策は牛歩なみと言わざるを得ない状

態です。よリー層、会員の英知を集結 して打開

策を構築、加速対策をさせたいものです。

また、前回の料金改定では非常に残念な結果

に終わりました。

詳細についてはすでにご承知の通 り、柔整師

の技術料を重んじた云々とかいう理由で我々に

は実感の伴うような改定ではなかったと思いま

す。諸事情は何処にもあるもののこんな事でし

たら後療、電療、温療、をたとえ 1円でも2円

でも上げて頂いたほうが良かったと思います。

同様の思いを当時副会長であった高田会長も抱

いてお りました。

何か、請求側と支払い側の面子を保っただけ

というふうに感 じたものでした。

お陰様で、県保険部長という立場でモノ言え

る肩書、こんな思いをぶつけるステージが少 し

近づきました。

今年度より介護関係活動が事業部より保険部

に移行され保険部管轄の介護班と (公社)日 本

柔道整復師会に習った形となりました。介護関

係 も全 くの素人ですが介護班長伊藤睦先生にご

指導いただき職責を果たしていきたいと思いま

す。

保険関係は我々柔整師の生命線です。長年保

険部を運営されて大過なく務めを果たされた前

任担当者の酒井正彦副会長の足元にも及ばない

私ですが、皆様のご協力をお願いしまして精一

杯円滑な保険部活動を運営 していきたいと思っ

ていますので宜 しくお願い致 します。
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巻頭挨拶

イノベーション2011を掲げて会長に就いてか

ら6年が過ぎ、退任に当たリー言ご挨拶申し上

げます。

一番大きな改革は一般社団法人から公益社団

法人長野県柔道整復師会に変わったことです。

役員の先生方が一致協力 し全力で働いて頂い

た結果であり、本当に会員の先生方、役員の先

生方に心より感謝と御礼を申し上げます。有難

う御座いました。

日整監事として

日整監事として理事会や各種の重要な会議や

行事に出席 し、県や北信越のパイプ役をも果せ

御礼のことば

公益社団法人長野県柔道整
ξ繁  内 山 富之

たこと。

又、工藤会長の元日整理事の働きを見て長野

県の若い有能な先生方に日整で活躍してもらい

たいと期待をしたのも、つい先日の様に思い出

されます。

本年は会計決算報告でも会費収入が減じる中

で損益でプラスに転 じた事と酒井副会長が日整

保険部員になられたことが特記されます。4年

間という短い間でしたが、長野県の会員の皆さ

んをはじめ、全国の多くの会員の先生にご支援

頂いた事に対し、厚 く御礼申し上げ挨拶と致し

ます。



巻頭挨拶

学術部長挨拶

本年度、役員改選に伴い学術部長を高田保会

長より拝命いたしました。前任の柏木久明学術

部長に増 して、会員の皆様方のご協力を仰ぎた

いと思います。学術部は、ご周知のとお りこの

業界を未来に導 く大切な分野であり、高田保会

長の所信表明にも具体的方策が述べ られてお

り、大変に心強 く思ってお ります。

我々は、学術団体として日頃常に最新の医学

情報を学ぶ義務があります。そして普段の治療

の中に、それを活かさなくてはなりません。そ

のためにも、日本柔道整復接骨医学会に一人で

も多 く入会 していただき、認定を取得 し認定柔

道整復師となっていただきたいと思います。特

に入会 したばか りの若い先生方には、特にお願

いしたいと思います。

また、平成24年 4月 10日 に、内山富之前会長

が諮問機関である情報戦略会議に『今後の県柔

道整復師会の在 り方、方針、未来について』 と

して学術部に関連する事項が、牛山正実委員よ

り提言されてお り、それによると『外部に公表

できる内容の学の構築や学会を目指すべきであ

学術部長 西條 賢治

り、会員だけが納得する「良い治療」を発表 し

ていても、外部に対 して何 も言えない内容であ

ったのでは、果たして本当の学術的な内容とい

えるのか疑間である。内部に対する学会ではな

く、外部に対 しても言える、示せる内容の学会

を目指 していただきたい。』

以上のようにあり、大変参考になる提言で今

後の活動に活かしていきたいと思います。志は

高いほど良いといいますが、学術部全員で自分

たちのやるべ きことをしっかりと実行 していき

たいと思います。

そして (公社)長野県柔道整復師会として県

内の柔道整復師養成学校在学生に対 しても学会

を通して、柔道整復は医療であることを啓蒙す

る場として活用 していくことも必要なことと思

われます。いずれにいたしましても平成29年度

学術部事業計画に沿って公益社団として相応 し

い事業展開を、優秀な学術部の先生方と、会員

の皆様の参加協力をいただきながら地道に、そ

して大胆に高田保会長の方針に沿いながら推 し

進めます。よろしくお願い致 します。



巻頭挨拶

IT広報部長挨拶

高田会長より、 IT広報部長を仰せつか りま

した、南信地区の宮下厚です、平成23年 と24年

に広報部員でお世話になって以来の担当になり

ました。今までは、学術、事業で副部長をやら

せていただきましたが、今回は部長となり責任

の重大さを感じています、広報部は、年 2回の

会報「ほねつ ぎ」の発行が主な仕事にな りま

す。この会報は会員はもとより、関係官庁 。学

校・市町村・健保組合等幅広 く、公益法人の事

業や業界の事について発信する大切な機関紙だ

と思つています。良い会報が出来るか、出来な

IT広報部長 宮 下

いかは部長の責任だと思っています。前部長さ

んに負けないように、素晴らしい部員と共に良

い会報ほねつぎを作 り上げたいと思います。 I

T関係ですが、私は、はつきり言って何 もわか

りませんが、 IT部 員の皆 さんと協力 しなが

ら、多 くの会員の皆さんにホームページを見て

頂き、活用 して頂ければありがたいと思つてい

ます。あと内報のペーハーレス化に向けて会員

の皆さんが協力 して頂ければ嬉 しいです。会員

の皆さんご協力をお願いします。



巻頭挨拶

スポーツ支援部長挨拶

当スポーッ支援部は、旧来のスポーッボラン

テイア委員会と柔道委員会をまとめて一つの部

署とし、スポーッ支援委員会として本会の柔道

大会等を含むスポーッ関連を総括することにな

った。但 し本会の公益社団化に伴い、スポーッ

支援部と名称を替えている。活動内容は以下の

通 りです。

【公益活動】

(1)長野県柔道整復師会杯少年柔道大会を長野

県少年少女チャンピオン大会と共催する。

(2)日 整全国少年柔道大会及び日整全国少年柔

道形競技会 。日整全国柔道大会に協力する。

(3)各種柔道大会に対 し協賛・助成する。

に)公益活動の一環としてボランティア活動の

啓蒙をする。

(5)各種スポーッ大会 (フ ロアホッケー含む)

において救護・ トレーナー活動の支援 をす

る。

(6)ス ポーッ関係団体 (中体連、国体、行政、

県体協、医療等)と の連携協力を図る。

(7)各地区開催のテーピング講習会に協力す

る。

スポーツ支援部長 保尊 伸昭

【共益活動】

(1)北信越ブロック柔道大会を開催する。

(2)日 整全国柔道大会の報告会を開催する。

(3)全国少年柔道錬成大会に協力する。

柔道関連活動では柔道整復は我が国における

古来からの伝統医療 として国民に広 く受け入れ

られて来たところです。職業に柔道という名前

を冠 していることから、各種柔道大会等に人

的・物的支援を行っています。

スポーツボランティア活動では公益活動とし

て各種スポーッ大会に救護・ トレーナーを派遣

してきた。とりわけ中学校体育連盟 (中 体連 )

においては無償で救急処置やテーピング、運動

指導を受けられることから好評を博 し、県大

会・地区大会のみならず市中大会への要請もき

ている。これは当会の活動が評価を得たものと

思われる。スポーッボランティアのメインの活

動として位置づけていますので、県下一斉に全

ての種 目をカバーして行うことが本会はじめ柔

整師の知名度を含む評価 となると考えますの

で、会員各位の一層のご支援・ご協力をお願い

します。
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巻頭挨拶

長野県柔道整復師会の先生方には、 日頃よ

り、温かいご指導・ご支援を頂いてお り、感謝

の他ありません。ここに改めて、心から御礼を

申し上げます。

お陰様で、私も、衆議院予算委員会理事、衆

議院財務金融委員会理事、自民党政務調査会副

会長 (経済産業担当)、 中山間地農業を元気に

する委員会委員長などの立場で元気に活動 して

お ります。

日本は現在、北朝鮮問題をはじめとする外

交・安全保障の課題、地球温暖化をはじめとす

るエネルギー・環境問題などの国際的な課題に

直面 していますが、国内の最大の課題は、少子

化の進展により人口が減る一方で、高齢化によ

って年金・医療・介護などの社会保障給付の増

加が避けられず、これを支えながら財政再建も

図らなければならないことであると感じていま

す。

日本の人口の歴史的な推移をみると、1600年

には1227万人であつた人口が江戸時代に増加 し

て1872年 (明治 5年 )に は3481万人となり、そ

れから急激に増加 して2010年 には 1億2806万 人

となってほぼピークを迎え、その後、減少 して

2017年 には 1億2558万 人となっています。

人口の維持には合計特殊出生率が208以上必

要であり、現在の出生率1.44がアベノミクスの

目標である1.8ま で上昇 したとしても人口減少

は避けられません。課題は、人口が減る際の人

口構成において、65歳以上の方の占める割合が

今後 3割から4割程度まで増えていくと推言十さ

日本の課題解決に向けて

衆 議 院 議 員

 宮

~下

 
一

良 Б

れていることです。

国民年金や国民皆保険は1961年 にスター トし

た制度ですが、その頃 (1960年 )の平均寿命は

男性が6532歳 、女性が70.19歳 で した。 それ

が、直近の統計 (2015年 )で は、男性が80.75

歳、女性が86.99歳 となっています。つまり、

当初想定 したよりも15年以上も長 く、高齢者を

社会保障で支える構造となっているのです。必

然的に必要な財源も必要となります。

こうした課題を克服 し、乗 り越えていくため

には、元気な高齢者の皆様には生き生きと働い

て頂 き、社会保障を支える側としての貢献も頂

くこと、子育て環境を地方で充実させ、若い世

代の職場を増や し、東京一極集中を是正するこ

とにより出生率の低下に歯止めをかけること、

人工知能や IoT、 ビッグデータなどを活用 し

た第 4次産業革命や働 き方改革で生産性を上げ

て、企業利益や賃金を増やしていくこと、交通

網の整備などを通 じて交流人口を増やすこと、

年間の海外旅行客を4000万 人以上に増加させ、

地方経済の活性化を図ること、大企業の利益が

国内への投資や取引先企業の賃金引上げにつな

がるよう促 していくことなど、様々な施策に同

時に取 り組まなければなりません。

中でも地方創生や地域経済活性化の面では、

長野県こそが、そのモデルにふさわしいと考え

てお ります。健康長寿の長野県を維持、発展さ

せるためにも、長野県柔道整復師会の益々のご

発展を祈念するとともに、先生方の一層のご活

躍をお願いしたいと思います。



巻頭挨拶

が
」

過日、所属する厚生労働委員会で質問に立っ

た。その際に、別紙に掲示の都道府県ごとの

「平均寿命」と「一人当たりの医療費」の分布

図を示 し、長野県は一人当たり医療費が最も少

ない方であるにもかかわらず、全国―の長寿を

実現 していることを指摘 した。

仮に、日本全国が長野県のような姿になった

ら社会保障費は相当低減するのではないかと質

すと、厚生労働省は、機械的に試算すると、例

えば平成26年度の国民医療費の実績40.8兆 円を

39.4兆 円にまで縮減できる、つまり医療費が 1

兆 4千億円少なくて済むことになると答えた。

長野県に学ぶことがあるとすれば何か、とい

う問いに対 して、厚生労働副大臣は、自治体の

政策の中で「身体的、精神的、社会的に健康な

都市づ くりを目指 している」といった姿勢があ

ることを挙げておられたが、私は直感的に、長

野県は兼業農家の比率が日本一高く、サラリー

マンを定年退職 した後 も畑や田んぼの作業す

る、土に触れ合って季節の変化に応 じた生活を

するというライフスタイルも長寿につながって

いるのではないかと感 じている。

いずれにしても、健康づ くりを国民運動とし

て進める取組が重要だと考える。40兆円を超え

る医療費の中で生活習慣病の医療費が 3割に達

しているという統計もあり、病気を予防すると

いう考え方が必要であることは論を待たない。

衆議院議員 務台 俊介

厚生労働省は、国民全体が人生の最後まで元

気に健康で楽 しく毎日が送れることを目標 とし

た国民運動である「スマー ト・ライフ・プロジ

ェクト」も推進 している。適度な運動、適切な

食生活、禁煙、健診・検診の受診について、こ

のプロジェク トに参画する3,700の 企業、団体、

自治体 と協力連携 しながら、具体的なアクショ

ンが試みられている。

個人が自発的に健康づ くりに取 り組むことを

自治体や保険者がインセンティブで支援すると

いうことは、予防、健康づ くりの推進の観点か

らも非常に重要である。平成27年の医療保険制

度の改正によって、個人の健康づ くりにインセ

ンティブを提供することが保険者の保健事業と

して位置づけられた。例えば、ウォーキングな

ど自治体の健康づ くりの取 り組みに参加 した場

合、住民健診を受診された場合などに、各種コ

ンビニ等で利用可能なポイントの付与、スポー

ツ施設の利用券、地元の商品券などを提供する

ことを通 じて、住民の健康づ くりを積極的に支

援する自治体が増えている。

柔道整復師会におかれては予防医療にご尽力

され、国民の健康状態を良好に保つことに貢献

されておられるが、従来にも増 して健康づ くり

の緒活動にも積極的に取 り組まれることを期待

したい。
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巻頭挨拶

平 均 寿 命 と
イ

ー 人 当 た り 医 療 費
380,000

円

3軋000

340,OID

1

人
当

な3m,000

巨
薇
費

3軋000

:

. rnr I rn*

<参考資料>

衆議院厚生労働委員会 平成29年4月 28日 (金)

1人当たり医療費の

0歓 慣祭

nr*r {r*ぶ警幾l違
京都府

自由民主党 務台 俊介

85.00

畿

※出典 :厚生労働省が作成した図を転載  4

◆福岡県
:

長崎県 薔知県 1

◆

◆ 山口祭◆

◆ 和歌山県    :

◆●大分春本暴
広島県

◆ 田山県

r *An
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◆栃本桑

◆ 着手幹 表城県
:◆

l

1濫
:霜許

の金園平均

∞      8150     32∞      8250     83.∞

平均寿命

平均寿命は、「平成22年 都道府県,1生命表』より平均寿命の男女平均
1人当たり医療費は、平成26年度国民医療費の年齢講蜜後1人当たり医療費
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巻頭挨拶

が
」 挨 拶

長野県柔道整復師会の先生方には、昨夏の参

議院議員選挙における若林健太候補への絶大な

るご支援、また、日頃の私共の活動にご理解ご

協力を賜 り厚 く御礼申し上げます。

平成29年 も半年が経ち、皆様からお支えをい

ただき、今年は、国会議員として 5年 目を迎え

ています。心から感謝申し上げます。

さて、昨年 (平成28年)9月 の自民党役員人

事で政務調査会 『国防部会』の部会長代理に就

任いた しました。私は、佐久市議会議員 [2

期]や長野県議会議員 [2期 ]と して長らく地

方政治に関わって参 りましたが、地方議会で

は、天下国家論、特に外交や防衛の議論をする

ことはほとんどありませんでした。しかしなが

ら国や国民を守ることは、国会議員としての重

要な使命・役割であり、大 きな仕事です。日本

を取 り巻 く国際環境が大きく変化 している中で

日本の領土・領海・領空や国民の生命・財産を

最前線で守っている自衛隊員が働きやすい環境

整備に向け、与えられました職務をしっかり遂

行いたします。

また近頃、選挙区内の施術所を訪問させてい

ただきました。柔道整復師会会員の皆様が健康

指導、介護予防や機能訓練指導、防災訓練活

動、スポーッ少年団や中高生へのスポーッ障害

予防指導、スポーッ大会の救護サポー ト活動な

ど、様々な活動を通 じて地域社会に大いに貢献

衆議院議員 木内 均

し、国が推 し進めている医療費の抑制の一端を

担っていただいていることを再認識いたしまし

た。ただし医療費の抑制が進むほど、来院する

患者数が減少 しているという現実問題もありま

す。経済産業省のヘルスケアビジネス参入にお

ける柔道整復師法第 6条雑則 (広告の制限)24

条の取 り扱いや地域包括ケアシステム総合事業

における支援など、国家資格のある皆様が培っ

た知識や技術、信頼や伝統を存分に発揮できる

よう「政権与党の国会議員として確実に丁寧に

問題解決をしていかなければならない」、「皆様

からいただいた立場を生かさなければならな

い」と改めて感じてお ります。

今年は、先の総選挙 (平成26年 12月 )か ら2

年半以上が経過 し、いつ解散・総選挙が行われ

ても不思議ではありません。選挙区内17市町村

や長野県からの地域要望の実現、さらには柔道

整復師の先生方の要望に応えられるよう地に足

の着いた確実な活動を続けて参 ります。私の座

右の銘であります 『報恩感謝 (皆様から受けた

ご恩に心から感謝 し、そのご恩に報いる)』 を

大切にし、頑張 りますので、引き続きのご指導

ご鞭撻、よろしくお願い申し上げます。

結びといたしまして、高田保会長を中心に長

野県柔道整復師会の益々のご隆盛、並びに会員

の先生方のご多幸を祈念 し、ご挨拶 といたしま

す。
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巻頭挨拶

が
」

長野県柔道整復師会の皆様におかれまして

は、日頃から健康の保持・増進に寄与されてい

ることはもとより、青少年の健全育成を目的と

した少年柔道大会の開催や、各種スポーツ大会

における救護活動、健康やスポーツに関する講

演会への講師派遣等をはじめ、地域社会への貢

献に心からの敬意と感謝を申し上げます。

昨今、少子高齢化が進み、人口が減少する中

で、我が国の医療を取 り巻 く環境は医療技術の

高度化、医療サービスの多様化など大きく変化

しています。医療に対する安心と安全を確保 し

ながら、質の高い医療サービスを安定的に提供

し、誰もが安心 して暮らすことのできる社会を

構築 していかなければなりません。

6月 18日 、第193回 通常 国会が閉会 しま し

た。150日 間に及んだ会期中の 3月 28日 、衆議

院本会議で初の代表質問に立ちました。厚生労

働委員会をはじめ、所属する各委員会での質問

はこれまで何度もありましたが、本会議での登

壇は今回が初めてです。

この日の本会議では、政府が提出した介護保

険法改正案について、自民党を代表 して質問に

立ちました。衆議院議員に初当選してから4年

3か月。医者をしていた私が政治家を志 した動

機でもある「誰もが安心 して暮らす事ができる

社会の仕組みをつ くる」という想いの一端を述

べることができました。

衆議院議員 /Jヽオ公

また食生活の指導や健康スポーツの推進な

ど、地域で健康を支え合う仕組みが根底にある

「健康長寿長野」の取 り組みについても、国政

の壇上から発信することができました。

介護や医療をはじめとする社会保障制度は、

国民の安心 した生活を支える大切な制度です。

「今さえよければそれでよい」というのではな

く、私たちの子や孫の世代、将来にわたつて持

続可能なものにしていかなければなりません。

地域包括ケアシステムでは、柔道整復師は地

域医療を担う部分医療従事者だけでなく、介護

予防支援や生活支援サービスや地域支援事業の

担い手として、さらには介護保険サービスにお

ける機能訓練指導員や認知症の初期支援におい

ても、その活躍が期待されています。柔道整復

師の皆様の力が、必要なのです。

柔道整復師の技術や知識は、今後ますます社

会から必要とされていくものと思われます。皆

様がよリー層活躍できる環境に、長野県柔道整

復師会の皆様と力を合わせて取 り組み、一緒に

「健康長寿長野」を発信 していきます。

結びに長野県柔道整復師会の今後益々のご発

展と、会員の皆様のご健勝、ご活躍を祈念いた

しまして、挨拶 とさせていただきます。

15



■■グミノミ ||

平成29年度 (公社)長野県柔道整復師会通常総会
長野県接骨師協同組含通常総会開催

花々が充実 した美 しさを誇る華やかな季節の

中、5月 21日 日曜 日、平成29年度、公益社団法

人 長野県柔道整復師会通常総会・長野県接骨

師協同組合通常総会が開催されました。

平成28年 度に逝去 されました会員、中信地

区・高木政一先生、東信地区・伊藤洋文先生の

ご冥福を祈 り黙祷を捧げ、続いて柔道整復師倫

理綱領を。南信地区・井坪克人理事より朗読さ

れ、高田副会長より、総会員数439名 、出席者

110名 、委任状提出数200名、合計310名 で総会

は成立 します、との定足数の発表で開会となり

ました。

来賓には、後藤茂之衆議院議員・宮下一郎衆

議院議員・務台俊介衆議院議員・小松裕衆議院

議員 。木内均衆議院議員 。若林けんた前参議院

議員・吉田博美参議院議員代理松本勝利様が紹

介されました。

議事の中で役員改選があり以下のとお り、決

定いたしました。

県会長 高田 保、副会長 (総務部長)酒井

正彦、副会長 (保険部長)柏木 久明、副会長

(事業部長)安藤 恒久。

事業部副部長・倉科 正、学術部部長・保険部

副部長 (兼任 )。 西條 賢治、学術部副部長・

石坂 秀司、学術部副部長・西條 義明、IT

広報部部長・宮下 厚、IT広報部副部長・宮

沢 康信、スポーツ支援部部長・保尊 伸昭、

スポーツ支援部副部長・田中 健一、介護担

当・伊藤 睦。 敬称略

所 信 表 明

会長 高田 保

通常総会で本会会長に選定いただき、今改め

てその重責に身の引 き締 まる思いでございま

IT・ 広報部

す。12年 の間、副会長として学び経験 してきた

ことを活かし本会運営に真っ向から取 り組んで

まいります。

業界は、施術所の乱立、介護施設の増加、保

険調査などで、増々追い込まれています。県内

は、今のところ医師会執行部の先生方や保険

者、行政機関などの関係団体とは良好な状態が

続いていると思います。今後もお互いの顔が見

える関係を維持することで信頼関係を深めま

す。

以前から、本会は公益事業に積極的に取 り組

み地元住民の健康増進に大いに寄与 してきまし

た。職能を生かした社会貢献は行政や地域住民

か ら必要 とされています。そこで、防災・防

犯・スポーツ支援は現状の活動を継承 します。

防災活動は永年の実績から日赤職員の方と意

見交換ができるようになりました。今まで防災

協定は県一本でしたが昨年は安曇野市と協定を

結ぶことができました。今後も市町村との締結

は事業部で推進 していきます。新生長野D」AT
は、日整のコンプライアンス委員会と歩調を合

わせて活動 していきます。また、日赤長野県支

部と医師会との連携 も欠かせません。北信越ブ

ロックで も防災活動について協議 されていま

す。

介護予防は今年から保険部の管轄になりまし

た。多 くの会員が事業に参入 して、地元の連携

を深めてください。機能訓練は診療に活用でき

ます。

保険請求だけを目的とすれば、社会から軽視

されてしまいますので、今後も必要分野で公益

活動を展開します。

本会事業につきましては、年々会費収入が減

少 していますので効率的な会務運営 を行いま

16
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す。可能な限り同日に複数の会務が行えるよう

都合をつけていただきたいと思います。また、

従前にとらわれず、今年度の業務執行状況を見

て来年度の事業と予算編成に反映させたいと考

えています。

学術の分野では、日整の寄附講座は予算の問

題と研究成果が厚労省の料金改正に反映しない

ことから打ち切 りとなりました。当会は職能団

体 と学術団体の両面を持ち合わせているので、

学術技術の研鑽に努めなくてはなりません。会

員は個々に学習 していると思いますが、学術面

だけでなく保険取扱高の増加 も視野に入れ、経

営に関する研修会などを開催 したいと思いま

す。また、超音波観察を授業に取 り入れている

大学 もあります。若い会員のためにもエコーの

講習会などを開催 したいと思います。病院に勤

務するOT oPTは最新の知識を持っていると思

うので、リハに関しては彼 らから学ぶことも方

法です。患者さんの取扱件数は施術者により大

きな開きがあります。そこで、多 くの患者さん

を診ている会員に施術や経営方法などを公開し

ていただければありがたいと思います。会員は

皆で向上 していかなくてはなりません。医学会

の入会者増強も必要です。

政治への参画は重要です。自民党議員との関

係を大切にして、選挙協力と当会からの要望を

バランス良く取 りまとめます。

柔道整復は病める人を助ける素晴らしい職業

だと思っています。ただ、保険取扱いにおいて

一部から厳 しい対応を迫られているのが現実で

す。健康保険適用にあつては法令順守を励行

し、王道を歩む柔整師の姿が理想だと考えま

す。場合によっては保険を用いないことも肝要

と思います。

理事会におきましては活発な議論をお願いし

ます。ただ、相手を尊重 し、責任ある立場で建

設的な発言をしてください。常識を備えた理事

の皆様が規範となり、会員そして業界の発展の

ため、力を合わせて邁進 してまいりましょう。

私は「協調と進展」をモットーに信念を貫 き

長寿祝

東信地区   菊池 本明

北信地区   柳澤 春吉

ます。どうかご協力をお願いいたします。

一新会長所信表明を掲載

報告事項・事業報告後表彰が行われました。

表彰者は次の通りです。

(敬称略)

那須野次則

永年功績 (50年 )

北信地区   西本茅代子  藤巻 靖亨

丸山 紀幸

中信地区   磯部 栄二

永年功績 (20年 )

中信地区   町田  勇

南信地区   木下 陽子 野口 邦治

矢澤 克浩

学術部関係

第38回北信越ブロック学会発表

南信地区   牛山 正明

第25回 日本柔道整復接骨医学会発表

東信地区   掛川  晃

北信地区   酒井 正彦

南信地区 吉澤 勝善  牛山 正実

高野 広道  原   隆

伊藤  篤  牛山 正明

生涯学習委員会関係

(生涯学習高単位取得者 )

東信地区   金児  充

北信地区   小林  修

中信地区   矢口  修

南信地区   小澤 雄司

(ボ ランティア高単位取得者 )

東信地区   國友 康晴
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北信地区

中信地区

南信地区

高橋

下里

後藤

彦

伸

成

文

泰

安

優良知的研究会

北信地区 「俊成会」

代表 松坂 佳雄

「スポーツ救護研究会」

代表 鶴田  隆

生涯学習表彰者 学術表彰者

優良私的研究会 北信地区 新役員 酒井正彦副会長 高田保会長

安藤恒久副会長 柏木久明副会長

内山会長最後の挨拶 花束を手ににつこり
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第4ヨ回長野県接骨学会

去る平成29年 3月 5日 (日 )塩尻市文化会館

レザンホールにおいて第43回長野県接骨学会を

開催致 しました。

各地区か らは北信33名 、中信39名 、東信20

名、南信30名 、計122名 の会員が参加 し、一般

聴講者39名 、合計161名 の参加でした。

開会式終了後、特別講演としまして、社会医

療法人財団慈泉会オロ澤病院で理事長・院長をお

務めの相澤孝夫先生を講師にお招 きし『少子高

齢化 。人口減少社会の到来を迎えた我が国の社

会保障』 と題 してご講演を頂 きました。少子高

齢化、人口減少と云っても、深刻さや進み具合

は地域によって大きく差があり、各々の自治体

にマッチした対策をとる必要性について等、グ

ラフや画像を交えて解説頂 き、拝聴 していて得

心が行 く、大変有意義で貴重な講演会でした。

会員研究発表では南信地区・山本陽介会員に

南信地区学術部 秋 山  友 彦

よる「膝関節痛に対 しキネシオテープが有用で

あった数症例」、北信地区・小林聖会員の「顎

関節内雑音に対する開口運動療法の一考察」、

東信地区・廣川喜博会員の「急性足関節外側靭

帯損傷における手技後の荷重能力調査」、中信

地区・高田貴史会員の「物理療法を併用 した高

齢者機能訓練の有効性」の研究発表がそれぞれ

行われました。

学会終了後の北信越学会発表者選考会では、

本県代表発表者として、東信地区・廣川喜博会

員が選出されました。

今回の長野県接骨学会が、主管の中信地区の

三間学術部長、学術部員の皆様のご尽力を始

め、多 くの関係者の皆様のご協力のお陰をもち

まして、滞 りな く盛会に執 り行われましたこ

と、厚 く御礼申し上げます。

今後 とも学術部活動へのご理解、ご協力の

程、何卒宜 しくお願い申し上げます。

内山前会長 講師相澤孝夫先生
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相澤先生を囲んでの記念撮影 東信地区 廣川喜博会員

北信地区 小林聖会員 中信地区 高田貴史会員

南信地区 山本陽介会員
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(公社)日本柔道整復師会
第39回北信越学術大会長野大会

開会式・ 懇親会開催の報告

平成29年 6月 17日 (土)午後 6時から長野市

のホテル国際21千歳の間に於いて、 (公社)日

本柔道整復師会第39回北信越学術大会長野大会

の開会式及び懇親会が北信越各地より出席者

213名 にて盛大に開催されました。高田保大会

副委員長の開会の辞にて開会式が始まり、冒頭

で自民党支援のプロモーションビデオを流 し、

「自民党無 くして柔整無 し」をアピールしまし

た。政治なくして柔道整復師業界の発展は無い

と思いますが、法改正も含めて、今後の自民党

の政治力に期待 しております。

最初に、 (公社)日 本柔道整復師会工藤鉄男

会長にご挨拶を頂 き、柔道整復師業界の現状 と

今後の展望についてのお話をして頂 きました。

来賓祝辞では阿部守一長野県知事、長野市長代

理で樋口博長野副市長、後藤茂之衆議院議員、

小松裕衆議院議員、木内均衆議院議員、若林健

太前参議院議員、関隆教長野県医師会長にご挨

拶を頂きました。また、時間の関係で芳名のご

紹介のみとさせて頂 きましたが、多 くの議員・

柔道整復師関係者等のご列席を賜 りました。

来賓祝辞に続 き、内山富之大会委員長より、

明日の北信越学会の講師中澤公孝先生のご紹介

をして頂きました。中澤先生は長野県立長野高

校の時に硬式野球部に所属 してお り文武両道の

県事業部 桧山  治

人生を歩んで来られ、現在 も東京大学大学院研

究科の野球チームで活躍されておられるそうで

す。最後に、酒井正彦大会副委員長の閉会の辞

にて開会式は和やかに終了いたしました。

開会式に続き、安藤恒久大会副委員長の開宴

の言葉にて懇親会が始まり、西澤正隆県会議員

より来賓のご祝辞を頂き、乾杯を (公社)日 本

柔道整復師会萩原正和副会長のご発声により宴

会が開始 されました。 もう喉がカラカラで し

た。懇親会では他県の先生方と仕事の情報交換

をしたり、長野県の観光スポットの紹介をする

など有意義な時間を過ごしました。お酒が入 り

ますと口調が滑らかなになり普段聞けない貴重

なお話を伺うことができます。こんな何気ない

話が後日自分の糧となること多々あります。あ

つという間に時間が経過 し、万歳三唱を (公

社)日 本柔道整復師会松岡保副会長、閉会の言

葉を柏木久明大会実行副委員長より頂き閉宴と

なりました。二次会には大勢長野市権堂街に繰

り出したと聞いております。話が弾むとつい時

間を忘れて遅 くまで飲んでしまいますね……。

末筆ですが、ご列席賜 りました皆様方、大会

実行委員に感謝と御礼を申し上げ報告と致 しま

す。
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公益社団 人日本柔道整復師会
ヨロ39[コ Jヒ 越学術大会 長野大会

平成29年 6月 17日 (土 )に 開会式・懇親会

が、18日 (日 )に特別講演公開講座 。研究発表

が、本県長野市の「ホテル国際21 千歳の間」

を会場に開催されました。

梅雨の時期でしたが天候にも恵まれ、北陸新

幹線により交通の便も良 くなり多 くの参加聴講

者で湧き立つ大会会場では、最初に特別講演公

開講座 【「パラリンピックブレイン」―パラア

スリー トにみる脳の再編能カー】と題 して東京

大学大学院総合文化研究科・教養学部教授で長

野市出身、理事の田中健一先生とご学友でもあ

る中澤公孝先生により、ニューロリハビリテー

ション (神経のリハビリ)を脊髄損傷の不全断

裂を例にして話され、モチベーションを最大化

して繰 り返 して行えば、脳の再組織化が起こり

脳から随意指令が出される様になるとの研究が

発表されました。これにより障害を持った多 く

の人々や高齢者の方への希望になる貴重なご講

演をして頂 きました。時間が有ればリハビリ期

間・回数 。対象年齢など詳しくお聞きしたい内

容でした。

続いて協賛研究発表は「鎖骨遠位端骨折の近

年の分類と保存療法の選択」と題 して北信越柔

整専門学校助教の吉森文香先生に発表頂き、分

類の大切さを教えていただきました。

会員研究発表は各県より発表されましたが、

特に長野県選出の東信地区・廣川喜博会員の

「急性足関節外側靭帯損傷における手技後の荷

南信学術音Б 高木 観志

重能力調査」発表後は、会場より功績を称える

万雷の拍手がありました。

ランチョンセミナーでは、【2017・ 柔道整復

師と介護保険について一柔道整復師の地域包括

ケアシステムヘの貢献一】と題し、日本柔道整

復師会保険部介護対策課川口貴弘先生に、現在

の介護制度の説明、また我々のできる事をご講

演頂き、各市町村の地域包括ケアの窓ロヘ足を

運んで柔道整復師の参入が出来るのか担当者と

の話し合いから始めて下さいとの事でした。

最後に発表者の表彰を行い、成功裏に終える

事が出来ました。

※出席状況 出席者合計 399名

【会員】 長野県184名 (東 信47名 ・北信73名 ・

中信28名 ・南信36名 )

新潟県36名 。富山県26名 ・石川県37

名・福井県27名

【ご来賓 。日整役員・他県役員】 24名

【学生】 40名  【一般】 25名

本県での開催は5年に 1度の為、数年前より

他県開催の視察から始まり1年前には会場の予

約、講師依頼、関係機関へ協賛、後援依頼、会

場設営、資料作成、参加呼び掛け等々、大変な

ご苦労があったと思われますが、終了後参加し

て頂いた他都府県の先生方から立派な良い大会

であったとの御褒めの言葉を頂きました。

終わりに学会運営にご尽力頂いた役員方々発

表された会員に感謝し報告を終わります。
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公益社団法人日本柔道整復師会
第39回北信越ブロック柔道大会長野大会

平成29年 6月 17日 (土)北信越ブロック柔道

大会が、長野運動公園総合体育館・柔道場で開

催されました。昨年の新潟大会に下見をさせて

いただき、一年前から準備をしてきた一大イベ

ントです。昨年の雪辱に燃える岩下富夫監督率

いる長野県チームは、初出場の土屋樹選手を先

鋒に各年代最高の布陣で臨み、二試合 目に新潟

県と対戦 した。先鋒の土屋樹選手は、押 し気味

に試合を進めるも引分。次鋒の村山洸介選手も

引分。中堅の岩下貴士選手は、見事な『背負い

投げ』で一本勝ち。副将の神農来栄選手は引

分。大将の斎藤公志郎選手は、相手の大将を技

あ りと抑え込みの『合わせ技』で一本勝ち。

スポーツ支援音5柔道委員 山 内   明

2-0で勝ちました。北信越西部は、やはり石

川県が決勝に勝ち進み、昨年同様長野県との決

勝戦になりました。試合は大接戦になり先鋒、

次鋒、中堅、副将まで引分。勝敗は大将戦まで

もつれ込み、斎藤選手が強豪北浦健司選手と死

闘を繰 り広げるも、残 り10数秒のところで『小

外掛け』で倒され惜 しくも敗れて しまいまし

た。しかし大健闘の準優勝でした。レセプショ

ンで石川県の選手と懇談できたのだが、副将の

小倉選手は、「昨年の新潟大会で神農選手に内

股を透かされたので、怖 くて攻め きれなかつ

た」と話 してくれました。

北信越東部チームにて10月 8日 (日 )日 整全国大会に出場選手

監督 岩下富夫会員

選手 土屋樹会員・村山洸介会員・岩下貴士会員・斉藤公志郎会員

牛木幹人選手 (新潟)

全国大会出場選手
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団体戦試合記録表

【第一試合】

石 県 富 山 県

選手名 勝 負 内 容 勝負 選手名

大 将
甫レ

し
■
４ 健 司 ○ 優勢勝 △ 江畑 利輝

副 将 小倉 弘行 ○ 袈裟固 △ 坂口 貴彦

中 堅 城責 忠信 ○ 合せ技 △ 中邑 克信

次 鋒 田中 寿人 X 引分 X 山崎 昌司

先 鋒 窪 田 和樹 ○ 袈裟固 △ 津幡 克樹

【第二試合】

新 潟 県 長 野 県

選手名 勝負 内 容 勝負 選手名

大 将 横山 和雄 △ 合せ技 ○ 斎藤公志郎

副 将 古 谷 富治 X 弓1分 X 神農 来栄

中 堅 星 野 英慈 △ 背負投 ○ 岩 下 貴士

次 鋒 牛木 幹人 × 弓1分 X 山■
■

■
Ｔ 洸介

先 鋒 小堺健四朗 X 弓1分 X 土屋 樹

【第二試合】

福 井 県 富 山 県

選手名 勝負 内 容 勝負 選手名

大 将 山本 幸 雄 X 引分 X 江畑 利輝

副 将 川 口 稔 ○ 横四方固 △ 坂口 貴彦

中 堅 矢部 隆博 × 弓1分 X 中邑 克信

次 鋒 長 田 康 秀 X 弓1分 X 山崎 昌 司

先 鋒 里予J‖ 浩毅 ○ 大外刈 △ 津幡 克樹
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【第四試合】

【第五試合】

決 勝 戦

石 川 県 福 井 県

選手名 勝負 内 容 勝負 選手名

大 将 Jヒ ,甫 健 司 ○ 優勢勝 △ 山本 幸雄

副 将 小倉 弘行 × 引分 X 川 口 稔

中 堅 城賞 忠信 ○ 横四方固 △ 矢部 隆博

次 鋒 田中 寿人 ○ 合せ技 △ 長田 康秀

先 鋒 窪田 和樹 ○ 縦四方回 △ 野川 浩毅

石 川 県 長 野 県

選手名 勝負 内 容 勝負 選手名

大 将 Jじ甫 健司 ○ 小外掛 △ 斎藤公志郎

副 将 小倉 弘行 X 弓1分 X 神農 来 栄

中 堅 城買 忠信 × 引分 X 岩下 貴士

次 鋒 田中 寿人 X 引分 × 村山 洸介

先 鋒 窪田 和樹 X 引分 X 土屋 樹
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団体戦成績表

石川県 富山県 福井県 勝 分 負 順位

石川県 ○ ○
０
乙 0 0 1

富山県 △ △ 0 0 2
う
０

福井県 △ ○ 1 0 1 2

【東部成績】

新潟県 長野県 勝 分 負 順 位

新潟県 △ 0 0 1
０
乙

長野県 ○ 1 0 0 1

団体成績及び個人表彰

団体優勝  《  石 川 県  》

団体準優勝 《  長 野 県  》

最優秀選手 石川県 Jヒ ,甫 健 司

優秀選手 富山県 山崎 昌司

福井県 川 ロ 稔

新潟県 小堺健四朗

長野県 岩下 貴士
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日観継:―

開会式 選手宣誓

長野県選手

準優勝チーム
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平成28年度 損害保険ジャバン日本興亜 (株)と
(公社)長野県柔道整復師会との懇談会

進

日 時 平成29年 1月 25日 (水 )

午後 4時～ 5時30分

場 所 (公社)長野県柔道整復師会会館

会議室

1.

行  (公社)長野県柔道整復師会

保険部長  酒井 正彦

開会の辞   (公社)長野県柔道整復師会

副会長  高田  保

2.挨 拶

1)(公社)長野県柔道整復師会

会 長  内山 富之

2)損害保険ジャパン日本興亜

長野保険金サービス課

課 長  平野 修一 様

3.自 己紹介

4.議 題

1)自賠責料金改正に伴う目安表について

2)健康保険を使用 した場合の包帯交換

料、指導管理料等の取扱いについて

3)その他

5.閉会の辞 (公社)長野県柔道整復師会

副会長  安藤 恒久

この度、 2回 目 (2年 目)と なる 損害保険

ジャパン日本興亜 (株 )の 関係者と意見交換を

行った、特に交通事故による負傷の健康保険使

用に関しては、患者さんの意向が最優先という

ことでの確認をはじめ、幾多の解釈の相違があ

つたものに関しては、担当者と施術者とでお互

保険部副部長 {呆嗜: イ申日召

い連絡を密にとることで食い違いを減 じていく

よう確認 しあった。また損害保険会社側からは

施術の必要性、有効性、合理性、相当性、妥当

性に基づき施術料金を支払うとのことでした。

出席者 (敬称略)

【損害保険ジャパン日本興亜】

甲信越保険金サービス部

長野保険金サービス課 課長 平野 修一

同長野保険金サービス課   齊藤 貴志

同長野保険金サービス課   渡邊 弘貴

同松本保険金サービス課 課長 石田 靖

同松本保険金サービス課   横沢 淳一

同上田佐久保険金サービス課 川上  裕

同伊那保険金サービス課   前田 昌人

同伊那保険金サービス課 (飯田)

北澤 路男

江本 哲郎甲信越保険金サービス部

【(公社)長野県柔道整復師会】

会 長 (東信 )

副会長 (中 信 )

副会長 (北信 )

副会長 (南信 )

中信地区長 (保険部副部長)

東信地区保険部長

北信地区保険部長

中信地区保険部長

南信地区保険部長

内山 富之

高田  保

酒井 正彦

安藤 恒久

保尊 伸昭

宮沢 康信

高橋 文彦

濱   敦

高木 観志

◎懇親会

懇談会後、松栄寿司 東口店において懇親会

を行い更なる意見交換を行った。

30



レポート

第1口回長野市フロアホッケー

ジュニア交流戦開催報告

フロアホッケーを体験 している刀ヽ学校に、そ

の練習の成果の発表の場として、他の小学校と

の交流の場を提供 し、安全で楽しいフロアホッ

ケーを経験 していただく同時に普及を図ること

を目的とした、10回長野市フロアホッケージュ

ニア交流戦が平成29年 2月 4日 (土 )長野市豊

野体育館で開催されました。

交流戦は、 9時45分から開会式、10時 30分か

ら競技が開始され、県下各地から集まった16チ

ーム、約200名 (4年生以上)に より熱戦が繰

り広げられました。

今大会は、10回 目の記念大会として位置づけ

られ、過去にこの大会に出場 し、その後、学校

生活や社会人となった現在 もフロアーホッケー

副会長 酒丼 正彦

に継続 して関わつて頂 き、この大会においても

レフリーやボランティアとして運営に関わつて

頂いた方々の紹介も成されました。

フロアーホッケーは歴史的に新 しいスポーツ

であり、ステイックを使うため当初は、指や下

腿のケガが多 く発生 しましたが、長野県フロア

ーホッケー連盟の関 隆教会長 (現 :長野県医

師会会長)の ご指導により、スキー用の手袋、

肛当、ヘルメット等の着用とルール改正されよ

り安全性が堅持されてきました。

今大会においても、救護室を訪れる選手はご

く僅かで、寒い時期の大会ではありますが、会

場は応援 と歓声で熱気に包まれ、選手諸君も大

いに楽 しんでお りました。

つ
０



レポー ト

第37回北方領土返還要求長野県民大会

北方領土返還要求長野県民大会が、平成29年

2月 9日 に上伊那郡箕輪町松島伊那プリンスホ

テルにおいて、午後 1時30分から4時頃まで、

多 くの構成団体の出席の中盛大に行われまし

た。

来賓あいさつの後、大会決意宣言が読まれた

後に表彰が行われ、最優秀賞に須坂市立墨坂中

学校 3年生、優秀賞に長野市立古牧小学校 5年

生と6年生、大鹿村立大鹿小学校 6年生、学校

賞に伊那市立高遠小学校 と須坂市立墨坂中学校

にそれぞれ賞状が贈られました。

活動報告 として、「北方領土青少年現地視察

事業」と題 してDVD上 映報告が須坂市立墨坂

中学校 と「北方四島交流訪問事業」報告が北方

領土問題対策協会の青木和男長野県推進委員よ

り報告がありました。

記念講演では、「北方四島における日口共同

1丁広幸展音限  富 下   厚

開発のゆくえ」と題 して、東海大学海洋学部、

山田吉彦教授の公演があり、 4時 ごろ終了し外

に出て見ると凄い雪降りでした。今回は担当南

信地区として、上伊那ブロック会員より5名の

会員が出席 しました。

☆北方領土の日とは、1855年 2月 7日 、日露両

国は、伊豆の下田で調印 した「日魯通好条

約」において両国間の国境を択捉島とウルッ

プ島の間と定めた。

この条約には、択捉島、国後島、色丹島、歯

舞群島の北方四島が日本の領土であることが

明記されている。

この歴史の事実を重んじ、政府は1981年 1月

に北方四島が平和友好裡に返還されることを

念 じ、 2月 7日 を「北方領土の日」に制定 し

た。
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レポー ト

平成28年度後藤茂之代議士との勉強会

平成29年 2月 10日 午後 4時 より塩尻市の中信

会館エマーブルホールにおいて後藤茂之代議士

との勉強会を開催 しました。後藤先生からは、

アメリカ大統領に関した国政報告を中心にお話

いただき、業界関係では柔道整復師の料金改正

と今後の対応について説明されました。先生は

業界の問題を深 く周知されており、心強 く感じ

ました。内容は以下の通 りです。

会 長 高田  保

⑦ 誇大広告の是正について

③ 施術所で柔道整復師が行う介護予防の

介護保険適用について

⑨ 大病院への患者紹介における初診料に

つ い て

⑩ 無資格者の取り締まり強化について

6.閉会の辞

7.食事会

8解  散

安藤恒久事業部副部長

⑦については厚生労働省医政局医事課に「交

通事故専門」や「むち打ち専門」といつた広告

違反が行われているとの情報が多 く寄せられた

ことにより、今年度は広告ガイ ドラインの作成

に向けた指導状況の実態調査を行うことになり

ました。それで、都道府県・市などの衛生担当

部 (局 )に協力を求める通知が発せ られまし

た。また、受領委任の取扱においては実務経験

年数が必要となることになりました。ただ、患

者調査においては業者委託する保険者が増えて

きていますので、今後も対処 しなくてはなりま

せん。

1.開会の辞

2.会長挨拶

3.挨 拶

4.ご挨拶・国政報告

5.懇 談

酒井正彦副会長

内山富之会長

西條春雄職域支部長

後藤茂之衆議院議員

(当 会からの要望事項)

① 当会の顧問県議団の結成について

② 議員の本会行事への参加協力について

③ 自民党手帳及びバツジの作成について

④ 自民党長野県支部連合会規範の作成に

つ い て

⑤ 患者調査の是正について

⑥ 柔整審査会の権限強化について

う
０

つ
０



レポート

日整全国柔道大会報告・ 含同練習

平成29年 2月 4日 (土)(公社)長野県柔道

整復師会館において日整全国柔道大会報告会と

合同練習が行われました。内山富之会長の挨拶

を筆頭に全国大会に出場 した会員と柔道をこよ

なく愛する会員が集まり合同練習で汗を流 しま

した。

全国大会報告会では岩下富夫監督から全国大

会の厳 しさ、また苦い思い出など貴重なお話を

聞かせて頂きました。また選手からは試合での

エピソー ドなどを聞かせて頂き貴重な時間とな

中信支音Б 高原 祐樹

りました。

我々柔道整復師の原点でもある柔道ですが、

年々柔道人口の減少が後を絶たず問題となって

います。日本の国技である柔道。柔道は、心・

技・体を最も修得できる競技であると私は一柔

道人として常に思っております。

この会におかれましてご尽力頂いた役員の先

生と監督、そして全力を尽 くし戦って下さった

選手に敬意を表 し、この会がいつまでも続 く事

を願ってやみません。

|||||1祠 ||
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レポー ト

平成28年度
機能訓l練指導員・ フォローアツプ請習会

平成29年 2月 19日 (火)午前10時 より、本会

会館 3階柔道場において「足腰の健康を維持 し

て介護予防～ロコモの考え方と今 日から出来る

対策」というタイ トルで、独立行政法人国立病

院機構信州上田医療センター 整形タト科・リウ

マチ科医長「森 直哉」講師をお迎えして90分

に及ぶご講演が行われました。

前半はロコモティブシンドローム・運動器症

候群の概要からチェック法、対処法などを数多

くのパネルを使い分か りやす く説明され、後半

は高齢者に多い骨折 (上腕骨・肋骨・前腕骨・

大腿骨)や脳挫傷等を、治療法を交えて説明さ

東信事業部 (介護担当)金 児   充

れ、また高齢者に多い変形性膝関節症に対する

人工関節置換術の手術前後の映像 も動画を交え

てご紹介頂 きました。

総勢74名 (東信18名、北信33名 、中信11名、

南信12名)の聴講者から講演終了後、多 くの質

問が寄せ られ大いに盛 り上が りました。これも

ひとえに森先生の温和で親しみやすいお人柄に

よるものと、講義内容以外にも多 くのことを学

ばさせて頂 きました。

今後、益々地域社会で必要とされる機能訓練

指導員の資質向上の為にもフォローアップ講習

会への参加を推奨したいと思います。
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長野県医師会・ 長野県柔道整復師会懇談会報告

会 長 高田  保

日 時  平成29年 2月 22日 (水 )

午1後 5日寺00分から

場 所  ホテルメ トロポリタン長野

毎年恒例の長野県医師会様との懇談会を今年

も開催 しましたので、ご報告 します

次   第

1.挨  拶

。長野県柔道整復師会会長 内山富之

地域包括医療の分野でお役に立ちたいの

で医師会のご指導をお願いしたい。

。長野県医師会会長 関隆教先生

忘年会では大変お世話になった。参議院

選挙後、自見はなこ先生の事務所に長野県

医師会が真っ先に表敬訪問し喜んでいただ

いた。年内に衆議院選が行われると思われ

るので、小松先生のご支援 をお願い した

い。地域包括医療協議会 もよろしくお願い

します。

2.自 己 紹 介

・長野県柔道整復師会

・長野県医師会

3.協 議 事 項

(1)意見交換 (当 面の諸問題 )

・I」 ゴルフの日程決定

。公的審査員推薦の件

(2)そ  の 他

4.懇 親 会

終始和やかな雰囲気で意見交換を行い、相

互の親睦を深めました。

出席者 (敬 称 略)

長野県医師会様 (10名 )

長    関  隆教

(中 野市 関整形外科 )

(公社)長野県柔道整復師会 (9名 )

(佐久市 かしわぎ整骨院)

北信地区長    西條 賢治

中信地区長

(長野市 古牧整骨院)

保尊 伸昭

(安曇野市 穂高整骨院)

南信地区長    宮下  厚

(駒 ヶ根市 宮下整骨院)

常 務      霜村  巌

(長野市 川中島クリニック)

常務 理事    若林  透

(松川村 若林医院)

常務 理事    飯塚 康彦

(長野市 飯塚医院)

常務 理事    小松 郁俊

(諏訪市 小松内科クリニック)

関   健

(松本市 城西病院)

岡田 啓治

(長野市 岡田内科 )

竹重 王仁

(長野市 竹重病院)

/Jヽ 池   冽

酒井 具司

大林 武夫

内山 富之

(上 田市 内山整骨院)

高田  保

(上松町 高田整骨院)

酒井 正彦

(長野市 酒井整骨院)

安藤 恒久

(岡谷市 安藤整骨院)

柏木 久明

副 会 長

副 会 長

総務 理事

常務 理事

事務局長

総務課長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

東信地区長

長

/_N
ム
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安曇野市災害協定調E口式

平成29年 1月 20日 (金 )午後 1時30分 より、

安曇野市と「災害時における公益社団法人長野

県柔道整復師会の協力に関する協定」の調印式

が安曇野市役所で行われました。

まず、本会から内山富之会長、高田保総務部

長、安藤恒久事業部長、保尊伸昭中信地区長、

倉科正中信副地区長が紹介され、続いて安曇野

市からは、宮澤宗弘市長、村上広志副市長、藤

松兼次総務部長、宮下文代健康推進課長の紹介

がありました。

藤松兼次総務部長より、協定書の概要説明が

あり、内山富之会長と宮澤宗弘市長により協定

書の調印が行われました。

事業音剛 音限  倉 科   正

宮澤市長より、「安曇野市は静岡・糸魚川活

断層が通っているため災害がいつ発生するかわ

からない。長野県柔道整復師会の協力は大変あ

りがたい」との言葉を頂 き、内山会長は、日赤

との合同訓練は平成19年 より続けてお り、我々

が誠意をもって目の前の負傷者を助けたい (柔

道整復師法昭和49年法律第19条 に規定する業務

範囲においての処置)互いの信頼関係で使命を

全うしたい」また、「安曇野市では足腰 らくら

く体操でもお世話になっています」と謝辞を述

べました。

30分 という短い時間でしたが大変中身の濃い

協定が結べたことに感謝 してお ります。

鶉夏||■彦議裁簾碕畿麒

核
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平成28年度
県内赤十宇病院医療救護班 (主事)

特殊奉仕団含同研修会

平成29年 1月 28日 (土 )日 赤長野支部会議室

に於いて県内赤十字病院医療救護班 (主事 )。

特殊奉仕団合同研修会が開催されました。

AM10時 開会その後、災害救護活動報告 (熊

本地震災害救護活動報告)を徳武信也長野県支

部救護係長より報告 していただきました。赤十

字の強みは迅速に活動できること。また、継続

した活動ができることと説明を受けました。

AM10時20分 より長野地方気象台上野忠良次

長より「地震に備える」という演題で断層の種

類、活断層とは、マグニチュードとは、緊急地

震速報 (P波 。S波 )、 糸魚川静岡活断層など、

これから起こるであろう地震についてのご講演

をいただきました。

「日本は、いつどこで地震が起こるかわから

ない、日頃からの備えが必要である。」

AMll時 30分 須藤晴彦長野県支部事業推進

課課長より「日本赤十字社の救護活動と医療救

事業部副部長  倉 科 正

昼食をはさみ、午後からは ドラッシユテント

の設営、グループワーク (救護班とボランティ

アの活動内容の理解と題 し我々が、今チームを

組んだとして何ができるのか、何ができないの

かという議題で討論会を開きました。

我々柔道整復師会では、骨折・脱臼・捻挫・

打撲・挫傷の応急手当てができるのではないか

などの意見が出されました。

参加会員 (安藤恒久、阿部光典、伊藤睦、飯

塚康弘、尾曽共春、倉科正、北沢玄、森本健

雅、中村吉孝、塩原孝一、田中健一、福澤亮、

宮澤敬介、塚田達星、井出和光)の皆様、土曜

日の朝から一日本当にご苦労様でした。

護班の役割」についてのご講義があ りました。
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―般社団法人長野 地域包括医療協議会
平成28年 3回理事会劇

麟
平成29年 3月 28日 (火)午後 2時30分 より長

野県医師会館で17名の理事 。監事出席のもと開

催された。

前会長 内山 富之

議事は平成29年度の事業計画と平成29年度収

支予算について討議され、可決された。

長野県日体協公認
スポーツ ドクター協議会研修会

平成29年 4月 1日 (土)松本市医師会館にて

スポーツドクター協議会研修会が開催されまし

た。講師に、国立スポーッ科学センタースポー

ツ科学部研究員である中村真理子先生をお招 き

し「女性アスリー トのコンディショニング」つ

いての講演を頂 きました。女性アスリー トに対

して、我々柔道整復師は外傷を診る事はあって

も、コンディショニングまで含めて診るのは非

常に難 しい分野といえます。研修会では、女性

の身体の構造を理解 し、 トップクラスの女′
性ア

スリー トが普段 どの様に身体を調整 して試合に

スポーツ支援部 中信地区部長 高 原  祐 樹

臨んでいるかを勉強でき、非常に有意義な時間

となりました。

東京オリンピック開催の折には、世界各国か

ら多 くの女性アスリー トがこの日本を訪れま

す。また、様々な大会等で女性アスリー トの活

躍が増々期待される今、我々柔道整復師も、更

に専門性を高めて トレーナー活動に臨みたいも

のであります。日々の現場で遭遇する症例を丁

寧に診察することは勿論、包括的な診察を目指

すべ く様々な知識を吸収 していきたいものであ

ります。
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長野県赤十宇救護隊結成3口周年記念大会

平成29年 3月 25日 (土 )日 本赤十字社長野支

部に於きまして、長野県赤十字救護隊結成30周

年記念大会が行われました。

事業音圃 音限  倉 科   正

日本赤十字社長野県支部長 (10年)(5年 )

の表彰者に感謝状が贈呈されました。来賓とし

て、内山富之会長、酒井正彦副会長、安藤恒久

副会長、倉科正事業部副部長が出席 しました。

内山富之会長 より、受賞者に対 しての祝辞 ま

た、長野県赤十字救護隊結成30周年を迎えたこ

とに対 しまして敬意を払われました。

その後、安曇野赤十字病院 第二脳神経外科

部長 上條幸弘先生より、演題「長野県神城断

層地震、熊本地震の救護活動を経験 して」ご講

演をいただきました。

【災害によって発生する基本的要求】

1.医療 2.食料 3.衣料 4.住居

【災害準備における3要素】

計画・訓練・備蓄

【災害医療対策の 3 Cs】

Cornlnunity

地域間の連携、広域システムの構築

Communication

通信網の確立、的確 な情報

Coordination

統合調整、縦割 り行政における横断的調整
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平成29年度医療救護班 (主事)・ 特殊奉仕団
含同研修会の開催

平成29年 5月 12日 (金 )、 13日 (土 )、 午前 9

時30分～午後 3時30分 まで日本赤十字社長野県

支部において『平成29年度医療救護班 (主事 )・

特殊奉仕団合同研修会』が開催されました。12

日は医療救護班 (主事)だけの講習で、13日 に

は県内赤十字病院の医療救護班 (主事)26名・

長野県赤十字救護隊23名 に、我々の長野県柔道

整復師会赤十字奉仕団19名での講習会 (合計68

名)参加となりました。

【参加会員】

安藤恒久、宮下厚、倉科正、伊藤睦、井出和

光、小林毅、北沢玄、渡邊尋、尾曽共春、松村

秀樹、西條友教、桧山治、塚田剛、端山千草、

今村勇治、浅川健一、内藤守春、兼田佑、弓田

和輝 (19名 )

当日は 1月 に行われた ドラッシユテント (エ

アーテントに代わる強靭なテント)設営の実習

南信事業部長 伊 藤 睦

議
‐
釧 |[]ま

の続きがメインの講習会でしたが、雨天の為野

外での実習が中止になり講義中心の研修会とな

りました。

始めに、『日本赤十字社長野県支部 。事業推

進課長・須藤晴彦様』のご挨拶では奉仕団の

方々への感謝の意をいただき、引き続き『日本

赤十字社長野県支部 。救護係長・徳武信也様』

の進行で講習会が始まりました。
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講習会の初めは、【気象災害と防災気象情報】

を『長野地方気象台・防災管理官・向井利明先

生』の講習で内容は①災害とは、防災とは (特

に災害は素因に誘因が加わることで発生する)。

②台風や大雨がもたらす災害 (台風は遠くても

広範囲の大雨等の災害をもたらし、タイプ、コ

ースによっていろいろな災害を起こす。大雨は

特に集中豪雨に警戒が必要)。 ③積乱雲がもた

らす災害 (積乱雲がもたらす雨の災害はもちろ

んだが、その他に竜巻・ダウンバース ト・ガス

トフロントなどにも注意 し、その場合は短時

間、頑丈な建物への非難が大切)。 ④情報の活

用と安全確保行動 (災害情報はテレビ・携帯電

話だけでなく気象庁ホームページも活用すると

より詳しい情報がわかる。安全確保行動は、た

だ避難所に行 くことだけが最善ではなく、各人

の置かれた周囲の環境や気象状況により変わり

得るので各人の判断力・行動力がカギとなり、

普段から考えておくことが大切)で した。普段

の気象情報よりかなり細かな情報を聞くことが

でき勉強になりましたc

続いて、【国内型緊急対応ユニット・dER
U】 の説明を聞きました。dERUと は仮設診

療所設備十トラック・コンテナ十医師・看護師

等の事で、装備内容は医薬品 。大型エアーテン

ト・衛生材料 。医療資器材 。簡易ベット・担

架・貯水タンク・等々の装備で、機能としては

1日 150人 程度の軽症・中等症の傷病者の治療

が3日 間可能と言う事で、長野県には全国20台

中 1台配備されているようです。

続いては当初行う予定の 【ドラッシュテント

の設営の仕方】をDVDで講義を受けました。

大型 。強靭なテントで、複雑かつ手間のいる物

なので、複数回の実習が大切になってくると思

われました。

午前中最後は8班のグループに分かれて 【グ

ループ討議・医療救護班 とボランティアの理

解】というテーマで討議しました。内容は①災

害時に主事、奉仕団員がそれぞれ実施できる活

動とは何でしょうか。②災害時に主事、奉仕団

員が協力して行える活動とは何でしょうか。と

言う事で話し合いました。その中で各班の会員

各位とも柔道整復師としての出来ることをアピ

ールしておられました。特に主事の方々はこの

研修会へは毎年違う方々が出られているような

ので、柔道整復師は何ができるかをこの機会に

アピールしないとわかっていただけないと思い

その意味でも大切な研修会だと思いました。

昼食後、午後の初めの講義は、雨天で野外実

習ができないので代わ りに 【避難所体験ゲー

ム】を8班に分かれて行いました。これは模造

紙に書かれている避難所のスペースに想定 した

あらゆるケースの人・家族 (カ ー ドになってい

る)を振 り分けるといったカー ドゲームです。

この中で、避難所にはこれといった答えはない

のですが、例えば足の不自由な高齢者は避難所

では特に動かないでいる時間が多 くなるので、

通路を作 りその近 くに配置する。また、最近で

はペット同伴の避難も多 くなってきたので避難

所でのペットのルール作 りも大切である等、そ

れぞれのケースに対応することが重要だという

ことです。ゲームというと面白いイメージがあ

りますが、あらゆるケースに対応することの難

しさがよくわかるゲームで避難所に行ったとき

にとても参考になるゲームでした。

研修会の最後は実習で 【規律行動と救急車の

ス トレッチャーの取 り扱い】を行いました。規

律行動では、気をつけ (足 は両踵つけて60度開

き、手はズボン横縫い目の位置。)・ 休め (気 を

つけから左足を約25セ ンチ左横へ移動 して、手

の背側を整列時は腰ベル ト上、その他は腰ベル
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卜下にて左手で右手を持つ。)・ 敬礼 (右上肢の

指、手、上腕水平、肩外転で指先が帽子のつば

右先に来るように行う)・ 頭中 (整 列 して指揮

者の方へ顔を向ける)・ 整列 (集合 して左手を

腰に当て右にならう。消防とは逆の手だそうで

す)を 行いました。規律行動は知らない人が集

まってもこれを行うと気持ちまでまとまるので

災害時などの緊張 した場面では大切だと感 じま

した。また、ス トレッチャーの取 り扱いでは、

『長野赤十字病院・清水謙治様・静谷泰司様、

安曇野赤十字病院・齋藤一樹様』の指導で行い

ました。ス トレッチャーは、人が乗るとかなり

重 くな り取 り扱いが とて も難 しいと思いまし

‐
 嗣

た。

今回の研修会では、当初の予定と違う内容に

なってしまいましたが、 ドラッシユテントの設

営ばかりでなく他の事でも一回の講習ではなか

なか身につ くものではないので、繰 り返 しの研

修参加が大切だと思いました。また、柔道整復

師が災害時に何ができるかをアピールすること

もとても大切だと思いました。

参加されました会員におかれましては、早朝

より雨天の中長時間の講習を大変お疲れ様でし

た。
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第47回自由民主党長野県連大会in伊那

今年度の自民党県連大会が5/20(土 )13時 よ

り長野県伊那文化会館で開催されました。

当会を代表 して、上伊那か ら宮下厚 (県理

事、 IT・ 広報部長)南信地区長をはじめ、小

野啓吉、熊谷謙一、片桐宣洋、渡邊尋、小口幸

一の会員 5名 と、県から西條春雄職域支部長、

安藤恒久県副会長の 2名、計 8名が代議員とし

て出席 しました。会場は満員の熱気の中、県連

会長の後藤茂之代議士をはじめ、地元の宮下一

郎代議士や県自民党衆参議員の先生方全員と、

阿部県知事や伊那市白′鳥市長など、県関係者が

壇上を埋め尽 くし、総会は、最後に「一億総活

躍社会」の実現に向かって最大の努力をしてい

くと言う、『大会アピール (案 )』 を可決 し、盛

会の中、滞 りなく終了しました。

特別講演として、茂木敏充自民党政調会長に

よる、北朝鮮問題をはじめ、現在抱えている話

題をユーモアも混ぜながら分か りやす く解説 し

てくださり、我々も国政への関′亡、がよリー層高

まりました。

総会終了後に衆参議員の先生全員が挨拶され

南信地区上伊那ブロック JJ、口  幸 ―

ましたが、昨年参院選で惜 しくも敗れた若林健

太ふるさと振興支部長も挨拶され、短い言葉の

中に′亡、にグッと残るものがありました。頑張れ

健太先生 |

最後になりましたが、第47回県連大会功労者

として表彰 されました、上伊那の片桐宣洋会

員、誠におめでとうございました。
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第7回関東甲信越フロアホッケー競技大会

第 7回関東甲信越 フロアホッケー競技大会

(特定非営利活動法人日本フロアホッケー連盟

主催、長野県フロアホッケー連盟主管)が2017

年 6月 10日 (土 )に ホワイ トリング (長野市真

島総合スポーツアリーナ)に て開催された。

小学生の部には、長野市、軽井沢町、東京都

から計 4チームが、一般の部には県内のほか、

東京都、神奈川、富山、新潟、茨城県から企業

や大学生、社会人クラブなど18チ ームが出場 し

た。

(公社)長野県柔道整復師会からは、救護員

として荻上良尚会員と伊豫田幹幸の 2名が参加

した。我々救護スタッフは、長野県医師会、長

野県看護協会、長野県柔道整復師会の 3団体が

協力 して救護活動を行い、10数名程の負傷者を

ケアした。負傷者は、ステイックを使ってプレ

ーする競技なのでステイックが当たったことに

ナーノちゃんと小松裕衆議院議員と

関医師会会長の始球式

北信地区 伊豫田 幹幸

よる打撲の負傷がほとんどでアイシング、テー

ビング固定等で対応 した。

フロアホッケーは、長野県内で2005年 に開い

た知的障害者のスポーツ大会、スペシャルオリ

ンピックス (SO)冬季世界大会の公式競技で、

大会後、各地に広がることとなった。

最後になりましたが本大会開催の趣旨をご説

明させて頂 きます。

「スペシャルオリンピックスから生まれたフ

ロアホッケーの普及啓発、競技力の向上を図る

ため、多 くの人が参加でき、共に楽 しめる競技

会を開催する。もって連盟設立の趣旨であるフ

ロアホッケー競技を通じて、障がいの有無、性

別、年齢等を超えた誰にも住みやすい社会の創

造を推進す」 (大会プログラムより抜粋 )

今後とも多 くの会員の皆様のご理解とご協力

の程よろしくお願い申し上げます。

へ∈
藤
一

一
■
一
ヽ

全員そろつて準備体操
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来賓席での荻上会員

荻上会員メダル授与 子供たちと関隆教医師会会長

医療スタッフ
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日本柔道整復接骨医学会
平成29年度 評議委員会・ 通常総会

「一般社団法人 日本柔道整復接骨医学会 平

成29年度 評議委員会」が、平成29年 6月 24日

(土)午後 3時 より東京有明医療大学で開催さ

れました。

当日は、梅雨の合間で日差 しも強 く30度近い

暑さのなかでしたが、全国より10地 区から選出

された評議員50名 中、34名 の出席があ りまし

た。ご来賓として北信越学会でご祝辞を戴 きま

した全国柔道整復学校協会会長の碓井貞成様を

始め、顧間の弁護士、税理士の先生方にもご列

席頂きました。

開会に先立ち今回は、評議員会 。通常総会と

もに同時刻とした経緯について話がありました

が、同様の審議内容を同じ時間費やすことで長

時間となるため、参加者の負担を考慮 し総会参

加者にも評議員会を傍聴頂いて時間を短縮させ

る目的ということで、了承頂 きたいとの説明が

ありました。

次第は、櫻井康司会長の挨拶から始まり、第

1号議案「平成28年度事業報告承認に関する

件」から第 6号議案「定款の一部変更承認に関

する件」までの決議事項に対 し慎重審議の結

果、議案通 り承認されたあと「評議員・役員選

挙について」、「第26回 学術大会開催について」

等の報告事項があり無事に終了いたしました。

引き続いて通常総会となりましたが、当初は

委任状の提出が少なく流会となる可能性がある

ため、提出の協力依頼 もあり心配をしていたと

ころで したが、正会員4871名 中、出席者48名 、

学術部 原 隆

委任状3386名 、合計3434名 で2436名 の定足数を

満たし無事に開催することができ、審議も議案

通り承認され滞 りなく終了いたしました。

その他の報告事項としまして今回、私は学術

大会の発表申込みの期限について質問を提出さ

せて頂 きました。例年は 7月 末が期限だつたの

に対 し今年度は 6月 末になった理由と、明年以

降も変更の可能性があるかどうかという点です

が、回答としては今年度の開催 日は11月 初旬と

なつたため、プログラム・抄録集作成のスケジ

ュールを考慮 して変更になったということと、

来年度以降に関しては、開催日が11月 下旬であ

れば 7月 末が期限になるということでした。ち

なみに来年度については、11月 17日 ・18日 に名

古屋市で開催予定のため 7月 末が期限の予定と

なるが、発表希望の場合は、医学会のホームペ

ージで事前に確認をして頂きたいとの話 しがあ

りました。

今回参加 し感 じたことですが、櫻井会長より

全国的に会員が減少傾向にあるという話があり

ました。その対策の一つとして第 4号議案で学

生会員の年会費を現行4000円 から2000円 に減額

し、知的好奇心を持つ学生が学会に入会 しやす

くしたことは良かったと思いますが、本県にお

きましても医学会に対 して、また関連 して学術

に対する意識の違いや地区、県学会等の学会参

加者数も減少 している現状を見つめ、学術部と

しても先 を見据えた対応や変革の必要性 を感

じ、今後に活かしていきたいと思いました。
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平成29年度
公益社団法人日本柔道整復師会総会報告

平成29年 6月 25日 (日 )平成29年度公益社団

法人日本柔道整復師会通常総会が日整会館で行

われ、本会から内山日整監事 と高田・酒井・安

藤 日整代議員が出席 しました。

総会に先立ち、当会の村山良治会員が永年に

わたり青少年の健全育成を目的とした柔道指導

を通 じて柔道の普及 。発展に寄与された功績が

高 く評価され、工藤会長より「帰一精錬賞」を

授与されました。村山先生は、昨年も「文部科

学省生涯スポーツ優良団体表彰」と「関東防犯

協会連絡協議会特別功労表彰」を受賞されてい

ます。これは本会 としても大変名誉なことで

す。村山会員の今後益々のご活躍をお祈 りしま

す。

日整総会で退任の挨拶をする内山富之前会長

(日整会館にて)

会 長 高田  保

議事に入 り、議題は滞 りな く承認されまし

た。当日は役員改選が行われ、北信越ブロック

からは富山県の林豊輝会長が理事に、石川県の

嶋谷清会長は監事に当選されました。閉会にあ

た り内山監事が退任者を代表 して謝辞を述べ、

会場は大 きな拍手で包まれました。長い間、日

整及び業界発展のためにご尽力いただき、あり

がとうございました。大変お疲れ様でした。

当会の酒井副会長は、保険ガイ ドラインの作

成など、日頃の保険業務に対する実績が評価さ

れ日整の保険部に配属となりました。今後のご

活躍を大いに期待 しています。日整は新体制に

なり、日々前進 しています。

1帰―精錬賞の楯を手に 村山良治会員

|(日整会館正面にて)
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第22回長野県少年少女柔道チャンピオン大会
第26回 (公社)長野県柔道整復師会少年柔道大会

スポーツ支援部 柔道委員 市 りll  敦

6月 25日 (日 )標記の大会が、上田市自然運

動公園体育館にて行われました。

県下より、地区大会を勝ち抜 き推薦 された

280名の選手が、学年別タイ トルを獲得すべ く、

熱戦を繰 り広げました。特に高学年は、県代表

として全国大会に派遣されることもあり、指導

者・保護者の熱の入った応援のもと気合いの入

った戦いを見せてくれました。

低学年 においては、緊張のあ ま り始めの

「礼」をせず畳に上がってみた り、「待て」「一

本」の声がかかっても一生懸命攻めの姿勢をと

っていたりと、微笑ましくも頑張っている姿が

ありました。

また、本年は柔道家への第一歩とした、県柔

連主催の「礼節・受身コンテス ト」が企画実施

され、歌手・タレントの松山三四六さんを講師

に迎えた柔道教室も行われました。

柔道教室には、村山良治会員の教え子で、誠

心館道場出身の全日本強化選手 。百瀬優選手も

特別グス トとして、参加 してくださり、子供達

にわか りやす くご指導いただきました。

閉会式では、保尊スポーツ支援部長 より、

『日整全国少年柔道大会』県代表に選出された

選手に認定証が授与されました。全国での活躍

を期待 したいと思います。

最後に大会役員及び柔道指導に携わる先生

方、大会開催に際 しご尽力いただいた皆様、大

変お疲れ様でした。

少な

一電
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手

監

選

内山 貴之

竹内 皓星

徳永 右京

山本 威吹

北原 想大

山口 遼馬

会員 (開示塾 )

(旭 日柔道場) 小 4

(克 己塾)   小 5

(松代文武館) 小 5

(小林錬成塾) 小 6

(小林錬成塾) 小 6

長野県選手団
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試合結果

【男 子】

1位 2位 3位 3位

1年 森本 大輔

飯田武道館

秋元 敬士郎

飯田武道館

原山 快音

長野市中央教室

内藤 雄晟

旭日柔道場

2年 新井 瑠心

東御市柔道教室

滝沢 晴大

東御市柔道教室

布野 栄信

誠心館道場

蓑 錬太朗

克己塾

3年 鷹野 碧星

東御市柔道教室

山崎 聡太

開示塾

塩澤 晴

松尾公民館柔道ク

宮尾 恭平

松川少年少女柔道ク

4年 竹内 皓星

旭日柔道場

田中 健太

東春近柔道教室

田尻 大道

倉嶋塾武道館

中村 太一

須坂市柔道教室

5年

45kg糸及

新井 善心

東御市柔道教室

寺沢 龍之介

松尾公民館柔道ク

蓑 大樹

克己塾

古平 大和

中村道場

′′

45kg超級

山本 威吹

松代文武館

小林 寛希

小林錬成塾

徳永 右京

克己塾

野村 楓風

誠心館道場

6年

50kg畜及

北原 想大

小林錬成塾

木船 恭佑

本郷柔道会

今津 成道

誠心館道場

徳武 虹汰

長野市中央教室

′′

50kg超級

山口 遼馬

小林錬成塾

中島 昂誠

倉嶋塾武道館

秋元 航太郎

飯田武道館

赤沼 智和

開示塾

子】【女

1位 2位 3位 3位

1年 鈴木 絆

滴水館道場

古幡 菜々子

克己塾

日向 八妃 呂

川上柔道教室

市川 日彩

小諸少年柔道ク

2年 丸山 心美

若穂柔剣道育成会

小澤 璃久

小野明倫館

船山 彩花

上田市スポ少年団

西澤 夢珈

中村道場

3年 鈴木 結菜

東春近柔道教室

高橋  未紗

旭日柔道場

丸山 真生

若穂柔剣道育成会

溝上 凛

東春近柔道教室

4年 鈴木 ケイ

滴水館道場

佐藤 りず夢

旭日柔道場

大 田 和花

松尾公民館柔道ク

茂住 未来

本郷柔道会

5年

40kg級

永田 夢空

岡谷市柔道協会

我妻 結凪

誠心館道場

塩沢 千咲

松尾公民館柔道ク

宮内 明希

下久堅柔道ク

′′

40kgttΞ陥及

田口 ありさ

旭日柔道場

角田 愛

高丘育成会

中村 未結

上田市スポ少年団

大西 芭奈

創武館道場

6年

45kg級

伊藤 鈴

松尾公民館柔道ク

小田桐 真央

創武館道場

小林  果愛

中野市スポ少年団

宮田 夢

丸北輪心塾

′′

45kg超級

鈴木 結絆

小林錬成塾

松村 美津

創武館道場

中田 咲希

安曇野市柔道ク

小林 暖

小諸少年柔道ク
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百瀬優選手

柔道教室
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日本赤十宇社長野県支部に寄付金寄贈

ゴシti

i夢ど

6月 13日 (火 )新会長高田保会長と共に日本

赤十字社長野県支部を訪問し、平成29年度の寄

付金20万円を望月孝光局長に手渡 しました。

その際、徳武信也救護係長より今年度もびん

ずる祭 りの救護要請を頂きました。その後、高

田保会長より安曇野市との防災協定を説明いた

だき、私たち柔道整復師が業務範囲内で活動で

きればという話と、D」ATに 関する説明をして

今後も連携を図つていきたい旨をお伝えしまし

事業部長 安藤 恒久

た。

平成16年 11月 11日 に長野県柔道整復師会奉仕

団を設立 し、13年 目を迎え、顔の見える関係が

少しずつ出来てきたような気がします。

今後も、日本赤十字社長野県支部とは、円滑

な関係構築に努めますので、皆さんのご協力を

よろしくお願い致 します。
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平成29年度 競技方向上事業
競技力向上のための トップ指導者ミーティング

主催 :(公財)長野県体育協会 長野県教育委員会

平成29年 6月 24日 (土 )ホ テル信濃路 2F穂

高に於いて、平成29年度 トップ指導者 ミーテイ

ングが開催された。

今回の講師は、内藤尚行氏、私と同じ年代の

方は良 くご存 じだと思いますが「ギャオス内

藤」と言った方が分か りやすいと思います。

野村ヤクル トで 池山隆寛・広沢克己・古田

敦也・長嶋一茂選手などと一緒に黄金時代を築

いた 1人だ。

講演のテーマは「名監督に学ぶ一流のリーダ

ーシップ」 現役時代はヤクル ト→ロッテ→中

日とチームを移る中で、関根潤三・野村克也・

ボビーバレンタイン・星野仙一監督とそうそう

たる名監督のもとで活躍 してきたギャオス氏。

そんな経験から、BCリ ーグ・新潟アルビレ

ックス「監督」としての仕事は、チームを作 り

上げる方法論なのではなく、それぞれの監督が

強い意志で理想とする「チームのビジョン」を

持って率いていたという。

また、選手イ固々の能力を最大限に引き出すた

めには弱点を指摘するよりも、その選手が持っ

ている良いところを伸ばしていくことが先決で

あり、そこで壁にぶち当たったときに的確なア

ドバイスや視点を変えるヒン トを与えて くれ

る。試合に当たっては、緊迫 した場面で選手の

スポーツ支援部 北信地区 高 原  義 勝

プレッシャーをいかに下げ、「やる気」にさせ

るか ?何気ない声かけの中に「プラスのイメー

ジ」が湧 くような一言を「ぼや く」ということ

が名監督はうまいのだという。 (い わゆる上手

に選手を操るのだそうだ !)

プロや日本の トップレベルで活躍 している選

手は、 どの競技において もた くさん練習をす

る。

我々一般人には、苦 しい練習でありながらも

プロは、それを楽 しめる工夫をしているため

苦痛には感 じない。 (む しろ当たり前 )

実際に、現役時代のギャオス本人は、全体練

習が大嫌いで、 1人で練習するのが大好きだっ

たという。

もちろん練習そのものは苦 しいものだが、常

に実践でのゲームのシチュエーションをイメー

ジし、投球練習をすることがギャォスにとって

ものすごく楽 しく感 じていたのだそうだ。

優秀な指導者は、ただ単に決まりきった練習

を提供するのではなく、選手本人が楽 しめるよ

うな練習環境を提供 し選手個々のレベルアップ

だけじゃなく強靭な精神力も同時に獲得できる

ような指導が望ましいのであろう。

笑いの絶えないとでも楽 しい講演会でした。

もちろん勉強にもなりました ||
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長野DJAT華目告

5月 28日 、長野県柔道整復師会館にて、長野

DJAT(デ イージヤット)結団式が行われまし

たので、御報告させて頂きます。

先ず内山富之前会長、高田保会長を始めとし

て、安藤恒久副会長、酒井正彦副会長、柏木久

明副会長、並びに理事、役員には大変にお世話

になりました。昨年より御尽力、御協力を頂き

ましたお陰様で、長野D」ATが こうして産声を

上げることができましたことを、心より感謝致

します。

さて当日は午前 9時より公益社団法人長野県

柔道整復師会の総会があり、その後に結団式を

執り行う手筈となっていました。おそらくお昼

過ぎには、結団式も終了するかと予想をしてい

ましたが、総会が我々の想像よりもずっと長引

いてしまい、結団式が予定より大幅に遅れてし

まいました。そんな中でも、多くの会員が会場

に残って頂き、結団式を見守り、我々隊員に温

かい拍手や声援を頂きましたことを深 く感謝致

します。

さて内山会長の指揮の下で昨年度より発足準

備をして参 りました長野D」ATですが、何分ま

だ産声を上げたばかりですので、D」ATと 言う

組織自体がどんな活動をするのか、おそらく多

くの会員が被災地でのボランテイア活動をする

と言うおぼろげなビジョン以外に、はつきりと

した理解を頂けていないのではないかと思いま

す。それにつきましては、実は我々もまだ手探

りの状態と言わざるを得ない所があります。な

ぜかと申しますと今後、日本柔道整復師会の

D」ATと 各県に発足 しつつある各県DJATは協

力し合い、日整の指揮系統の下で活動を行うこ

とになるのですが、我々の長野D」ATは全国的

に見ても、かなり先行 して活動を始めていま

長野D」AT隊長 渡 邊   尋

す。そのため日整DJATの 活動がまだ決定でき

ていない段階では、独断先行することができな

いと言う事情があります。

日整D」ATの活動体制につきましては未だに

その内容が決定 していない状況であ りますの

で、その進捗状況と様子を見ながらの活動が余

儀なくされています。今、我々長野D」ATの 活

動体系を性急に進めてしまうと、今後また活動

方向性の修正があった場合に活動体型の再構築

が生 じる恐れがあります。それは一番に避けた

い所ですので、先ずは徐々に急ぎ過ぎずに活動

を行いながら、日整D」ATと 歩調を合わせて行

くようにしたいと考えています。

次に隊員の入隊状況ですが、結団式を行うの

に当たり、本年度になりましてから、隊員の募

集をお願い致 しましたところ県内でDJAT役員

を含めて全員で20名 の会員が手を挙げてくださ

いました。内訳は北信 6名、東信 5名、中信 2

名、南信 7名 となっています。20名 の内、実際

に出動できる隊員はさらに絞られ、13名 となっ

ています。現在必要最小限の人数は確保できて

いますが、まだまだ足 りないと言うのが実情か

と思います。今後 も有志を募って行きたいと思

いますので、御協力頂ける会員にはぜひ手を挙

げて頂 きたいと思います。

我々の構想では県内四地区ありますので、そ

の関係上もあり4班に分けて隊を編成し、被災

地にはリレー方式でそれらの 4班を交代で送 り

出すつもりでいます。我々柔道整復師は個人事

業主として、日々患者さんを診ています。それ

らの患者さんに何 日も待ってもらって、被災地

に長期間赴 くことはとてもできません。 1班 3

～ 4名の班を4つ編成 し、被災地に赴いて 2泊

3日 程度の活動をして一旦帰還 し、次の班と交
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代すると言うリレー方式を取ると、 4班で合計

12日 間の活動が可能となります。そのようにし

て財政的にも体力的にも無理のない範囲で当面

活動できるようにして行 くのが、いいのではな

いかと考えているところです。

今後の状況にもよりますが、連絡網や隊員の

コミュニケーションの体制が整い次第、今入隊

してもらっています20名 の隊員を中心として訓

練を積みながら、今後、災害が発生することが

あっても対応 して出動できるように、隊員の負

担を考えつつ、少 しずつ訓練を積み重ねながら

準備をして行 きたいと考えています。

その為に先ずこれから行うべ きことは、隊員

間の連絡網の充実を図ることです。隊員には名

簿に各自の情報を記入 して頂きましたので、こ

れを基に全県を北信 。東信 。中信 。南信の 4班

に分け、出動命令が出た折に情報を伝達 し、共

有 し、出動可能かどうかをフィー ドバ ックし

て、その場の状況に応 じて先発隊と後発隊に分

けて、出動で きるような体制を作って行 きま

す。各地区・各班毎に今後は顔合わせの機会を

もうけて、LINEに よる連絡網を構築 しコミュ

ニケーションを取 りながら、隊員の相互の交流

と連絡体制を整えたいと考えています。そして

その体制が整ったところで、順次少しずつでは

あ りますが訓練を行って行 きたいと思います。

この点につきましては費用 も発生 しますので、

事業部並びに学術部の先生方等、関連部会の先

生方に相談 しつつ、理解 と御協力を得ながら、

隊員に災害時の心構え、準備、体力作 り、救急

法、応急処置等の訓練を行いたい所存です。

また同時に出動時に使用する資材、材料、食

料、水等を準備する手筈 も整えて行 く必要があ

りますが、予算の関係 もありますので、協同組

合に加入 している各企業の協賛や、県内の会の

会員の先生方の御支援 。御協力を今後ぜひお願

いしたい所です。や りたいことは山積みではあ

りますが、日整D」ATの流れを見つつ先走 りせ

ず焦らず、じっくりと力を蓄えるように取 り組

んで行 くのが、ささやかではあ りますが今年度

の目標です。

さて最後となりましたが、お忙 しい中、我々

長野DJATの 結団式のために席を立たずに長時

間会館に残って頂いた全県の会員の方、結団式

を温かく見守って頂 きまして本当にあ りがとう

ございました。また当日は会館に来られなかっ

た会員からも、温かいお言葉を頂き、隊員共々

感謝の気持ちでいっぱいです。重ねて御礼申し

上げます。あ りがとうございました。
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平成29年度新年挨拶まわり

平成29年 1月 6日 (金)正副会長と霜村常務

は新年あいさつ廻 りで関係団体を訪問 しまし

た。行 く先々で暖か く迎えていただき、日頃の

信頼関係を実感 しました。

訪間先

1.長野県国民健康保険団体連合会審査業務課

2.県庁内

。長野県知事

・健康福祉部医療推進課管理係

・健康福祉部健康福祉政策課

・総務部情報公開 。法務課

。県警本部交通部長・交通部付交通企画課理

事官

3.全国健康保険協会長野支部

高田 保

4 長野県医師会事務局

5.関東信越厚生局長野事務所長

6.損害保険料率算出機構長野自賠責損害調査

事務所

7.長野県農業協同組合健康保険組合 。自動車

音6

8.健康保険組合連合会長野連合会

9 長野労働局労働基準部労災補償課

県庁で阿部知事と懇談 した折に介護予防事業

の協力をお願いされました。

今後は地域包括ケアシステム構築においても

知事の要望に応えていきたいと思つています。

県庁にて阿部知事にご挨拶

国保連合会の皆様にご挨拶
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高田新体制発足に伴う関係機関挨拶回り

平成29年 5月 21日 、 (公社)長野県柔道整復

師会の通常総会において高田保新会長が誕生 し

たことから、平成29年 6月 26日 (月 )、 内山富

之前会長、高田保新会長、酒井副会長、安藤副

会長の 4名 で、県庁 (県知事、総務部情報公

開・法務課、健康福祉部 )、 関東信越厚生局長

野事務所、長野労働局労働基準部労災補償課、

一般社団法人長野県医師会、協会けんぽ長野支

部、損害料率算出機構長野自賠責損害調査事務

所、」A共済連自動車損害調査部、長野県農業

総務音限 酒丼 正彦

協同組合健康保険組合への挨拶回りを行った。

特に、長野県知事阿部守一様には、ご多用の

ところ長時間に亘 り対応 していただき感謝申し

上げます。

その中で、健康長寿全国一を維持するため

に、 (公社)長野県柔道整復師会柔道整復師会

にも是非協力 して欲 しいとの要望があ りまし

た。高田会長も会を上げて検討 し、協力体制を

構築 していく意向でありますので、会員の皆様

のご理解とご協力をお願いいたします。

58



春の北信越プロック理事会報告

第39回北信越学術大会長野大会およびブロッ

ク柔道大会を 1週間後に控えた平成29年 6月 10

日 。11日 (土 。日)金沢シテイーホテルにおい

て春の北信越ブロック定例理事会が開催されま

した。本会からは内山富之前会長、高田保 酒

井正彦 安藤恒久 柏木久明副会長が出席 しま

した。理事会の前に5県の会長会が行われ、北

信越ブロック会の役員と日整担当者などを決定

しました。

理事会では以下の議題について協議されまし

た。

1.平成28年度事業報告について (承認)

2.平成28年度収支決算報告並びに監査報告に

ついて (承認 )

3 平成29年度事業計画案について (承認 )

4 平成29年度収支予算案について (承認 )

5.5月 6日 の会長会審議について

北信越学術大会の懇親会に柔道選手と監督

が出席 した場合はブロックよリー人につ き

5,000円 の助成を行う。

ブロックの災害積立金を設けることについ

ては継続審議とする。

ブロックのホームページは作成せず各県の

ホームページでアップする。

6 全国保険部長会議 (要望書)について

日整通知を遵守 し取止め。

7 役員選任について (承認)

会 長 高田

8.新役員の紹介

9.各県提出議題について

長野県 協同組合の運営について・他

他県協同組合も指定業者の自己申告に

基づき斡旋手数料を受け取る。

広告代は無料の県あ り。組合祭 りなど

でプレゼンの場を業者に提供。

内山前会長は北信越ブロック参与に推

戴。

新潟県 北信越ブロックの運営について

ブロックの活動を会員に周知 させた

富山県 柔整審査会の役割について

長期・頻回 。多部位について保険請求

上の制約について各県から報告有 り。

福井県 保険請求の減少対策について 。他

石川県 北信越学会及びD」ATに対する助成金

について

最後に、長い間役員を務められた新潟県の阿

部会長と福井県の砂子会長、そして当県の内山

会長が退任されるにあたり、その功労を称え感

謝状が授与されました。

退任される先生方におかれましては、長きに

わたり北信越ブロック及び業界発展のためにご

尽力賜 り誠にありがとうございました。これか

らも、お元気で益々ご活躍 ください。

保
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平成28年度 救護・ トレーナーレポー ト

平成28年 4月 ～29年 3月 のスポーツ支援部の

派遣 救護・ トレーナー活動の活動内容を集計

しました。中体連、高体連、国体、地域大会に

と県内幾多の会場において活動が展開されまし

た。公益社団法人の会員 地域の身近な整骨

スポーツ支援部長 1呆塔: 1申日召

院・接骨院の先生がボランティアとして地域に

溶け込んで地道に活動を行ってきた結果でもあ

ります。この活動を地区統一のフォームにして

データを取 りました。活動の概要を把握すると

ともに傾向と対策にお役に立てれば幸いです。

大 会 名

大 会 日

参 加 人 数

中体連夏季大会、新人大会、国体 他

平成28年 4月 ～平成29年 3月

中 体 連  299名 国 体 他  132名

外  傷   (当 日1007件 ) (以 前から1210件 )   計2217件

・捻 挫 730件 頭 部 10件 肩部 85イ牛 大腿 359イ牛
・打 撲 193件 頚 部 49イ牛 上腕 64件 膝部 224イ牛
・挫 傷 886イ牛 顔 部 5件 肘 部 61件 下腿 366イ牛
・脱 臼 2件 胸 部 7件 前腕 41件 足 部 243イ牛
・骨 折 11イ牛背 部 110件 手部 83イ牛趾 部 68件
・創 傷 80イ牛腰 部 260イ牛才旨音F 71件 他 1件

他 315件 股 部 62イ牛殿 部 48イ牛

障 生
ロ (計893件 )

・大腿部痛 169件 腰部痛 (腰痛症 ) 164イ牛

下腿部痛 162イ牛 オスグッ ド 5844

ンヤンパー膝

アキレス腱炎

足関節痛

腱鞘炎

体調不良

腰椎分離症

嘔吐

頭痛

上腕二頭筋炎

腹痛

めまい

51イ牛

22イ牛

20イ牛

13イ牛

11イ牛

10件

3件

3件

2件

2件

1件

シンスプリント

肩部痛 (野球肩 )

足底筋膜炎

膝部痛

肘部痛

熱中症

脳震盪

腸肛靭帯炎

鼻血

過呼吸

その他

40イ牛

21件

20件

11件

10件

7件

3件

2件

2件

2件

84イ牛
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スポーツ支援部の活動報告

ケ  ア 処 置 内 容 (計 6983件 )

アイシング 486イ牛 。手  技 917イ牛

・温  熱 2件 テーピング 1133件

マッサーン 1457イ牛 ・止 血 81件

ス トレッチ 1308イ牛 ・固  定 222イ牛
・指  導 1315イ牛 。そ の 他 62イ牛

<中体連 内訳>

バ レーボール 66人   サ ッカー 54人

軟式野球 27人   ソフ トテニス 23人

バ ドミン トン 10人   剣道  8人
ハン ドボール 4人   新体操  2人

特 記 事 項

中体連  国体他

66ノ、      6ノミ

84ノ、      42ノに

バスケットボール 52人

柔道 15人  陸上 14人

水泳 5人   ソフトボール 5人
相撲 2人 (計15競技 )

信

信

南

東

信

信

北

中

中体連

76メ、

73ノ八、

国体他

60メ、

24ノ、

卓球 12人

<各地区からの報告>
。寒い場所、試合の合間での防寒のス トレッチ、準備運動が必要不可欠だが、行っていない生徒

が多 く見られた。

・適度な水分補給をしておらず、試合中筋痙攣をおこした選手がいた。

・障害を持っている選手も事前の強化練習、合宿に帯同することができたので、ケア・コンディ

ションの指導を行え、大会当日は比較的良いコンデイションで臨むことが出来た。

・軽度の熱中症者あ り、救急搬送するか否かでもめる事があったが、迷ったら呼んだ方が良いと

思った。

・応援 している生徒に虫刺され、転んで擦 り傷、熱中症状が多 く見られた。

・サポーター、テービングしている選手が多 く目立った。

・朝、午後からの派遣でも、混雑する駐車場で毎年、駐車スペースを確保 して下さつていて助か

ります。

・クールダウンしているチームが皆無なのが気になった。日々の部活動でス トレッチ、クールダ

ウンが取 り入れられているのだろうか。

・国体や県タト大会では毎日平均30人のケアをする トレーナー活動を行う会員 もいたため、マッサ

ージやス トレッチ、手技の件数が多 くなっている。

・先生、監督を気にしてなかなか救護を求められないと相談を受けた。

・当日の外傷よりも陳旧性の怪我を引きず り試合に出る選手が多 く見られた。

。どの競技においても集合時間よりも早 く会場入 りし、ウオーミングアップ前にテービングなど

の処置をする必要を感じた。
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近年、

る。

(小学生低学年)か らの強化育成増加に伴い、疲労性障害も多くなってきてい

熱中症で身体を冷やし過ぎて低体温症に陥る選手、生徒が多く見られた。

骨折をして日数が経過しないうちにテービングだけで競技に臨む選手がいた。

怪我、障害等を持って試合をしている選手も多いが試合に出たいが先行していて痛みに苦しむ

姿が見られた為、監督、顧間先生達の怪我への意識をもう少し高めてほしいと感じた。

睡眠不足と疲労が原因であると思われる体調不良があったので、今後は日常生活においての指

導の必要を感じた。

前年に比べて、中体連 。国体 。各種スポーツ大会への派遣数が増加した。それに伴いケア・処

置件数も増加した。当会のスポーツ救護 。トレーナー活動が浸透して来ていると感じた。
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救護・ トレーナー派遣状況報告

当会の重要公益事業である中体連や国体、各

種スポーツ大会への救護・ トレーナー派遣の状

況を各地区ごと報告いた します。この活動は

我々の職能を活かし、スポーツ現場で起こる骨

折、捻挫の応急処置をはじめ、捻挫、肉離れ等

の急性外傷の処置、様々なスポーツ傷害への対

応を行ってお ります。地域社会への貢献を目的

とし (公社)長野県柔道整復師会そして社団会

員と社団外の柔整師との区別を明確にする一面

も持ち合わせるものであり、地域社会が社団会

員柔整師 (整骨院・接骨院)へのさらなる信用

スポーツ支援部長 1呆磨: イ申昭

と理解が深まることを期待いたします。現場で

の活動は多岐にわた り外傷の処置 (ア イシン

グ、整復、固定 )、 テーピング、ス トレッチ、

手技、スポーツマッサージ、選手のケガや トレ

ーニング指導 etc
今後 も職能を活かした救護・ トレーナー活動

を通 し地域社会に貢献いたします。

最後になりましたが県下各地で多種 目にわた

る活動に携わっていただいた会員の方々のご協

力に感謝申し上げます。

東信地区 救護・ トレーナー派遣状況報告 H29.1～ 6(担 当部員 横関 康寿 )

氏 名   1 活動 日 競技名 会  場

浅川 健一     ‐5月 14日 東信高校空手道大会 小諸高校

出田 吉徳     15月 3日 太郎山登山競争 太郎山

内山 貴之 1月 14日 高校柔道選手権大会 小諸市武道館

4月 9日 県柔道成年ジュニア体重別選考会 小諸市武道館

5月 3日 太郎山登山競争 太郎山

5月 13日 東信高校柔道大会 小諸市武道館

6月 25日 県柔整師会少年少女チャンピオン大会 上田自然運動公園

7月 2日 柔道国体予選 小諸市武道館

市り|1 敦      5月 14日 東信高校柔道大会 小諸市武道館

荻原 誠      15月 14日 東信高校剣道大会 佐久穂しらかば体育館

6月 24日 中体連東信剣道 浅間中学校

7 月16日 中体連県大会剣道 青木村総合体育館

柏木 亮輔 6月 25日 中体連東信女子ソフトテニス 小諸乙女湖テニスコート

菊池 和哉 6月 24～ 25日 中体連東信サッカー 菅平サニアパーク

國友 康晴 5月 7日 上田市少年柔道大会 上田市城跡公園

小池 祐貴     6月 24日 中体連東信男子バスケットボール 軽井沢中学校

6月 25日 中体連東信男子女子バスケットボール 佐久市総合体育館

小嶋 国彦 5月 3日   1太郎山登山競争 太良5山

桜井 秀信 6月 25日 1中体連東信男子バレーボール 塩田中学校

田口 信宏 6月 24日 中体連東信サッカー 菅平サニアパーク

竹田 悠毅 6月 24日 中体連東信女子バレーボール 東御ふれあい体育館

寺嶋 久程 3月 12日 東信高校剣道大会 上田市城跡公園

5月 13日 東信高校剣道大会 佐久穂しらかば体育館
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5月 21日 武道空手道少年少女大会 上田市城跡公園

6月 24日 中体連東信女子バスケットボール 佐久市総合体育館

6月 25日 中体連東信サッカー 菅平サニアパーク

7月 16日 中体連県大会ソフトボール 小諸市総合運動場

廣川 喜博 6月 24～ 25日 中体連東信女子バレーボール 立科中学校

母袋 直也 5月 3日 太郎山登山競争 太郎山

柳原 靖 2月 12日 立科町バレーボール大会 権現山体育センター

5月 27日 蓼北中学生バレーボール大会 立科中学校、蓼科高校

横関 康寿 6月 24～ 25日 中体連東信 ソフトテニス 東御中央公園テニスコート

北信地区 救護・ トレーナー派遣状況報告 H291～ 6(担 当部員 高原 義勝)

氏  名 !舌動日 競技名 会 場

小橋 義彦 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

6月 11日 更埴 サッカー 千曲市サッカー場

6月 25日 北信大会 柔  道 千曲市更埴体育館

肥後 和樹 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

6月 11日 上高井 サッカー 福島グランド

丸山 桂 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

6月 11日 中野・下高井 バスケットボール男女 飯山市民体育館

堀内 健太郎 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

6月 25日 北信大会 ソフトテニス男女 南長野運動公園庭球場

松本 毅 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

樋口 知宏 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

松田 和也 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

高橋 和也 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

小橋 茂之 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

廣ナ|| さつき 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

野竹 康之 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

川久保 澄人 5月 21日 中野カチューシャふるさとマラソン 中野小学校

原 和正 5月 21日 アメリカンフットボータレ リバーフロントスポーツガーデン

5月 27日 長野県高等学校体操競技 ホワイトリンク・サブアリーナ

5月 28日 長野県高等学校体操競技 ホワイトリンク・サブアリーナ

6月 4日 アメリカンフットボール 飯綱高原南グランド

6月 18日 アメリカンフットボール 飯綱高原南グランド

久井 真 6月 4日 長野上水内 卓  球 市営豊野体育館

6月 11日 長野上水内 バスケットボール女子 豊野中学校

6月 25日 北信大会 バスケットボール男女 高山中

西澤 亘 6月 11日 長野上水内 バレーボール男子 篠ノ井西中学校

6月 25日 北信大会 バレーボール男子 篠ノ井西中

脇本 裕 6月 11日 長野上水内 ソフトテニス女子 南長野運動公園庭球場

6月 25日 北信大会 ハンドボール 埴生中学校体育館

関 賀文 6月 H日 長野上水内 バスケットボール男子 東北中学校

小林 尚生 6月 11日 長野上水内 バスケットボール男子 三陽中学校

柳澤 卓三 6月 11日 長野上水内 サッカー 千曲川リバーフロント

柳澤 英翔 6月 11日 長野上水内 サッカー 千曲川リバーフロント

森嶋 隆文 6月 11日 長野上水内 サッカー 千曲り||リ バーフロント
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小林 秀樹 6月 11日 長野上水内 サッカー 東北中学校

山口 智弘 6月 11日 長野上水内 バレーボール男子 篠ノ井東中学校

小林 克徳 6月 11日 長野上水内 バレーボール女子 裾花中学校

中島 裕多郎 6月 11日 長野上水内 ソフトテニス男子 長野運動公園庭球場

宮寄 結衣 6月 11日 長野上水内 ソフトボール 若穂中央公園多目的広場

山内 明 6月 11日 剣   道 松代中学校

塚田 剛 6月 11日   ,更埴 バスケットボール 千曲市更埴体育館

高原 義勝 6月 11日 更埴 バレーボール女子 坂城中学校

水橋 拓也 6月 11日 上高井 バスケットボール男女 相森中学校

田中 利幸 6月 11日 上高井 バレーボール女子 須坂市立東中学校

高橋 文彦 6月 11日 中野・下高井 バレーボール女子 中野平中学校

寺内 亨 6月 11日 中野・下高井 柔  道 飯山市武道館

田中 翔太 6月 25日 北信大会 軟式野球 長野県営球場

窪田 勝 6月 25日 北信大会 バレーボール女子 裾花中

淵田 高章 6月 25日 北信大会 卓  球 長野運動公園総合体育館

瀧澤 哲也 6月 25日 北信大会 バドミントン 南長野運動公園体育館

古岩井 裕之 6月 25日 北信大会 ソフトボール 若穂中央公園多目的広場

小島 弘光 6月 25日 北信大会 水  泳 アクアウイング

中信地区 救護・ トレーナー派遣状況報告 H291～ 6(担 当部員 高原 祐樹 )

氏 名 活動 日 競技名 会 場

荻上 敦志 6月 25日 日 ) 中信大会バスケットボール 穂高西中学校

小澤 成幸 6月 11日 日) 松本市中大会バレーボール 清水中学校

6月 11日 日) 松本市中大会ソフトテニス かりがねサッカー場

6月 11日 日) 松本市中大会サッカー あがた運動公園

6月 18日 日 ) 中信大会バトミントン 梓川体育館

6月 25日 日) 中信大会ソフトテニス 三娘

`文

化公園テニスコート

折口 裕史 6月 11日 日) 松本市中大会サッカー あがた運動公園

忍田 行憲 6月 25日 日) 中信大会水泳 松本今井市民プール

川窪 武志 6月 11日 日 ) 塩筑大会バスケットボール 塩尻市立体育館

6月 11日 日 ) 塩筑大会ソフトテニス 中央スポーツ公園

河西 伸 6月 11日 日) 塩筑大会女子バレーボール 塩尻西部中学校

倉科 正 6月 4日 日) 安曇 野 ハーフマラソン 豊科南部公園

塩原 孝一 6月 11日 日) 安曇野市中大会軟式野球 堀金総合グラウンド

下里 泰伸 6月 11日 日) 安曇野市中大会サッカー 豊科南中学校

嶋崎 健一 6月 11日 日) 塩筑大会サッカー 中央スポーツ公園グラウンド

6月 11日 日 ) 塩筑大会ソフトテニス 中央スポーツ公園テニスコート

6月 25日 日) 中信大会軟式野球 塩尻市営野球場

曽根 直紀 6月 11日 日) 安曇野市中大会軟式野球 三郷文化公園グラウンド

征矢野 勝利 6月 11日 日) 松本市中大会卓球 松本市総合体育館

田村 淳 6月 25日 日) 中信大会ソフトテニス 波田扇子田公園

竹内 泰二 6月 11日 日) 松本市中大会軟式野球 スカイハ
°―ク県多目的広場

6月 25日 日 ) 中信大会バレーボール 三郷文化公園体育館

高原 祐樹 2月 4日 日 ) 全日本選手権長野予選兼全日本女子 三郷文化公園体育館

2月 14日 日) 中体連総反省会 深志神社

4月 16日 日 ) 松本市民祭柔道 松本柔剣道場
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6月 4日 (日 ) 安曇野ハーフマラソン 豊科南部公園

高田 貴史 6月 4日 (日 ) 安曇野ハーフマラソン 豊科南部公園

千野 愛華 6月 11日 (日 ) 安曇野市中大会女子バレーボール 三郷文化公園体育館

中村 吉孝 6月 11日 (日 ) 安曇野市中大会ソフトテニス 豊科南部公園テニスコート

6月 26日 (日 ) 中信大会ソフトテニス 三郷文化公園体育館

中條 昌信 6月 11日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 松島中学校

6月 11日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 鉢盛中学校

6月 11日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 梓川中学校

6月 11日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 梓川体育館

6月 25日 (日 ) 中信大会バレーボール 鉢盛中学校

松村 直行 5月 14日 (日 ) 日整柔道大会兼チャンピオン大会 三郷文化公園

降旗 秀徳 6月 4日 (日 ) 安曇野ハーフマラソン 豊科南部公園

6月 11日 (日 ) 安曇野市中大会バスケットボール 穂高西中学校

濱野 勝宏 6月 11日 (日 ) 松本市中大会軟式野球 波田中央運動広場

保尊 伸昭 6月 4日 (日 ) 安曇野ハーフマラソン 豊科南部公園

宮澤 直哉 6月 11日 (日 ) 松本市中大会バスケットボール 波田総合体育館

吉澤 公平 6月 11日 (日 ) 松本市中大会ソフトテニス 浅間温泉テニスコート

吉澤 貴史 6月 12日 (日 ) 松本市中大会バスケットボール 松本南部体育館

南信地区 救護・トレーナー派遣状況報告 H291～ 6(担 当部員 伊藤 浩兼)

氏  名 活動 日 競技名 会  場

諏訪ブロック

宮坂 卓治 5月 14日 高体連体操 岡谷工業高校

宮坂 卓治 6月 11日 中体連バスケットボール男子 茅野北部中学校体育館

山本 陽介 6月 11日 中体連バスケットボール女子 富士見中学校体育館

大森 省吾 6月 11日 中体連サッカー 長峰中学校グランド

野口 非隣台 6月 11日 中体連軟式野球 諏訪湖スタジアム

藤田 良輔 6月 11日 中体連軟式野球 富士見乙事球場

漬 ひろみ 6月 11日 中体連軟式野球 下諏訪スタジアム

伊藤 篤 6月 H日 中体連バレーボール男子 岡谷南部中学校体育館

赤羽 翔 6月 11日 中体連バレーボール女子 岡谷北部中学校体育館

伊藤 篤 6月 25日 中体連バスケットボール男女 富士見町民センター体育館

野口 邦治 6月 25日 中体連軟式野球 諏訪

'胡

スタジアム

増澤 孝信 6月 25日 中体連軟式野球 茅野市営球場

上伊那ブロック

小日 幸一 6月 11日 中体連バレーボール男子 中川村社会体育館

渡邊 尋 6月 11日 中体連バレーボール女子 飯島中学校体育館

宮沢 一夫 6月 11日

佐藤 光洋 6月 11日 中体連バスケットボール男女 伊那中学校体育館

清水 仁美 6月 11日

石 田 国博 6月 11日 中体連サッカー 赤穂中学校校庭

小野 真理恵 6月 11日 中体連卓球 (個 人戦 ) 伊那市民体育館サブアリーナ

北原 弘靖 6月 11日 中体連軟式野球 伊男『スタジアム

酒井 洋樹 6月 11日 中体連軟式野球 伊那市営球場

吉原 賢一 6月 25日 中体連ソフトテニス (個人戦 ) 伊那中学校体育館
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飯伊ブロック

西森 六三 6月 10日 中体連柔道 飯田市武道館

関島 康道 6月 10日

村松 文次 6月 11日 中体連バスケットボール男子 豊丘中学校体育館

高木 観志 6月 11日

原 翔一郎 6月 11日 中体連バスケットボール女子 豊丘村民体育館

原 友仁 6月 11日 //

奥村 幸志 6月 11日 中体連バレーボール男子 阿智中学校体育館

東垣外 竜 6月 11日 ク

伊藤 睦 6月 11日 中体連バレーボール女子 緑ヶ丘中学校体育館

丸山 申介 6月 11日

伊藤 浩兼 6月 11日 中体連サッカー 飯田総合グランド

木下 甲太郎 6月 11日

矢澤 克浩 6月 11日

石原 尚幸 6月 11日 中体連サッカー 喬木中学校グランド

木下 陽子 6月 11日 中体連軟式野球 県営飯田球場

土屋 隆恒 6月 11日 ク

北林 武文 6月 11日 中体連軟式野球 飯田市営今宮球場

馬場 修平 6月 11日

後藤 安成 6月 11日 中体連卓球 高森町民体育館

古賀 修平 6月 24日 中体連柔道 飯田市武道館

関島 康道 6月 24日 //

井坪 克人 6月 25日 中体連バレーボール男子 緑ヶ丘中学校体育館

小池 輝宗 6月 25日 ク

竹内 敏弘 6月 25日 中体連バレーボール女子 高森中体育館

奥村 明日美 6月 25日 ″

松村 秀樹 6月 25日 中体連卓球 高森町民体育館
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地区学会を終えて

平成29年 1月 28日 に小諸市の小諸グランドキ

ャッスルホテルにて東信地区学会が行われまし

た。会員研究発表として、廣川喜博会員と私が

発表させていただき、特別公開講座として東京

有明医療大学の久米信好先生をお招 きして、

「足関節内返 し捻挫について」の講演、 ミニ講

演会と題 しまして掛川晃先生による、「膝前十

字靭帯の構造と機能」についての講演をしてい

ただきました。会員発表も二題とも足関節につ

いての発表ということもあり、当日は久米信好

先生には実技 も含めた足関節の講演をしていた

だき、足関節捻挫における急性期の徒手整復の

方法や重要性、テービングや包帯による固定法

などを学ばせて頂き、また、テーピングや固定

をすることにより歩容の変化が起こるというデ

モンス トレーションを実演 し、とても分かりや

す く貴重な勉強になり、会場中も一体となって

とても盛 り上がっていました。

掛川晃先生による膝前十字靭帯についての講

東信地区 竹田 悠毅

演は基礎的構造や機能の重要性を、動画などを

交 えて解説 していただ き、 中で もLachman

testの 検査肢位で もある膝関節軽度Flexion位

で、腫骨の前方移動制御の約85%を ACLが担

うことか ら、Lachman testが ACLを 評価する

のに最適な検査法ということの重要性を改めて

認識させられました。毎回お話を聞く度に近年

の新 しい研究の報告などを教えていただき、驚

かされているばか りです。

足関節や膝関節は日頃の診療内で頻繁に遭遇

する疾患の中の一つなので、構造的な基礎知識

はもちろんのこと、改めて初期の徒手検査や徒

手整復、経過をみていく中での的確な手技療法

などの重要性を感 じさせられました。

私事ではありますが、発表を迎えるにあたり

たくさんの先生方から、ご意見やア ドバイスな

どいただきありがとうございました。廣川喜博

会員、久米信好先生、掛川晃先生方のおかげ

で、とても充実 した学会となりました。

掛川晃先生 久米信好先生実技

68



地区だより

第32回北信接骨学会 ―般公開講座

北信地区 学術音Б 関   賀 文

平成29年 1月 15日 (日 )に 第32回北信接骨学

会が長野市のホテル国際21、 千歳の間にて開催

されました。 1月 13日 から17日 にかけて日本の

上空には非常に強い寒気が入 り強い冬型の気圧

配置となり、北部を中心に大雪となりました。

そのためか一般公開講座でしたが出席人数が少

なく残念でした。

まず、小林聖会員、西澤亘会員、山内明会員

による会員研究発表が有 り、その後 医療法人

健成会 小林脳神経タト科病院 診療部長 新田

純平先生より、「脳卒中の治療 と予防」 と題 し

90分の特別講演をいただきました。 くも膜下出

血 (動脈瘤)の重症度、再出血の予防手術、 く

も膜下出血で死なないために、 くも膜下出血の

原因、くも膜下出血の予防、脳動脈瘤の成因、

動脈内膜・中膜 (弾性板)剥離、椎骨動脈剥離

などのお話が有 りました。

中でも印象に残ったことは、経験 した事のな

い持続する片方の後頭部痛や後頚部痛は、「椎

骨動脈解離」を疑ってかかる事が必要と言う事

です。椎骨動脈そのものには、頚髄からの神経

が分布 してお り椎骨動脈に何 らかの損傷が生 じ

た際には放散痛として同側の後頚部痛や耳の後

ろ側に痛みが生 じる事が多い。頭痛発症の椎骨

動脈剥離のうち95%の方に同側の後頚部痛が見

られたとのことでした。

アメリカでは34歳の女性が、頚部痛の治療で

首を押 した り捻った りした事により痛みが増

し、治療の為に椎骨動脈剥離で亡 くなったとニ

ュースになりました。首に痛みが出た時点です

でに椎骨動脈剥離が有 り治療が原因では無い、

と否定する人はいなかったそうです。

柔整師の知識として必要な内容が一般公開講

座の中にあります。年初めでお忙 しいと思いま

すが参加 してみてはいかがでしょうか。

新田先生は日頃から、いつ緊急オペが入るか

もしれない身の上ですが、最後まで何事 もなく

提供 していただいた資料 と共に素晴らしい講演

をしていただきました。有難うございました。

北信接骨学会の後は新年会が行われました。

加藤久雄長野市長、岡田昭雄千曲市長、関隆教

県医師会長、小林堅一光和学園理事長、宮澤建

治弁護士、内山富之県柔整会長、小松裕衆議院

議員、若林健太前参議院議員、西沢正隆県議会

議員、風間辰一県議会議員、北澤哲也市議会議

員ら大勢のご来賓をお招 きして、盛大に開催さ

れました。
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平成29年中信柔道整復師会賀詞交歓会

平成29年 1月 21日 (土)午後 6時半よリホテ

ルブエナビスタ2Fメ デイアーノにて中信柔道

整復師会賀詞交歓会を開催いたしました。

会員は51名 が参加 してご来賓には、衆議院議

員後藤茂之様 秘書小山悦次様、 衆議院議員

務台俊介様 秘書村瀬元良様、安曇野市長宮澤

宗弘様、県会議員本郷一彦様、松本市医師会理

事唐澤博之様、中信松本病院リハビリテーショ

ン科医長小林博一様、瀧本税理士事務所所長瀧

本摩様がお忙 しいところご出席 くださいまし

た。

特に安曇野市長宮澤宗弘様におかれまして

は、前 日に公益社団法人長野県柔道整復師会と

安曇野市との間において、災害時における協力

に関する協定の調印式が安曇野市役所にて執 り

中信地区 牛山 博1二

行われ、過密なスケジュールのなかご出席 くだ

さいまして誠にありがとうございました。

交歓会は倉科正副会長の開会の辞から始ま

り、保尊伸昭会長から挨拶並びに業界の現状 と

今後についてのお話があり、ご来賓よりご祝辞

を頂きました。

本郷一彦県会議員の乾杯のご発声で祝宴とな

り、皆さん和やかな時間を過ごされましたが、

時間となり万歳三唱で、中信地区の発展と繁栄

を祈 り、万歳返 しで、ご来賓の皆様のご発展と

ご繁栄をお祈 りしました。

最後に、三澤茂明副会長の閉会の辞となり無

事に会を終えることが出来ました。

また来年も素晴らしい賀詞交歓会が出来るよ

う会員の皆様のご協力をおねがいいたします。

会場風景
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安曇野市長宮澤宗弘様 県会議員本郷一彦様

松本市医師会理事唐澤博之様 中信松本病院リハビリテーシヨン科医長小林博一様
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地区だより

高森町「松源寺」
NHK大河 ドラマ「おんな城主 直虎」ゆかりの地 ～

NHK大河 ドラマ「おんな城主 直虎Jは、昨

年放映された「真田丸」に引き続き人気となっ

ています。主人公の井伊直虎 (次郎法師)は遠

り11(静岡県)浜松市を舞台に男性名で城主とな

った女性であるが、その直虎の許嫁だった井伊

直親 (幼名・亀之丞)力 '20歳 までの12年 間を高

森町にある「松源寺」で過ごしていました。そ

んな直虎のゆかりの地、亀之丞を育んだとされ

る松源寺と、亀之丞の生い立ちを紹介 したいと

思います。

松源寺は臨済宗妙心寺派の寺院で、永正 8年

(1511)～ 永正10年 (1513)頃 に松 岡城主・

伊予守貞正によって創建され、開山は貞正の実

弟の美 顎 瑞岩i髯 請です。 しか し、天正lo年

(1582)信濃国に侵攻 した織 田軍の兵火 によ

り、焼け失せてしまいます。そして、現在の高

森町下市田の松岡城跡に建つ松源寺は、江戸時

代 (寛 文 6年 (1666))に 再興 された もので

す。季節によっては「秋の鐘楼の柿すだれ」や

「春の門前桜」が見 られ風情があ ります。 ま

た、松源寺の東側には、中世の伊那谷を代表す

る段丘の城「松岡城跡」があり、そこから南ア

ルプスと伊那谷を眺望できます。

松源寺と松岡氏と遠州 (静岡県)井伊谷との

つなが りは、井伊家20代の城主・井伊直平が文

叔瑞郁禅師を自浄院 (後の龍渾寺)の 院主に迎

えた のが始 ま り。 文叔禅 師 は、応 仁 元 年

(1467)の 生まれで、松岡城主・伊予守貞正の

実弟。松源寺や龍門寺 (飯田市松尾)を 開山し

た名僧です。井伊氏の菩提寺 龍 渾寺を開山し

たのは、文叔禅師の弟子である熱祭
う
瑞締稚命

でした。この法縁から、亀之丞 (井伊直親)力ヽ

高森町市田郷に逃れて過ごすことになり、直虎

南信地区 竹内 敏弘

(次郎法師)と のつなが りも生 まれてきまし

た。後に、徳川家康に改易 された松岡貞利が井

伊直政に命を助けられることにもなります。そ

れから約420余年後の今でも、浜松市井伊谷 と

高森町との交流は続いています。

亀之丞 (後の井伊直親)は 、井伊氏分家の井

伊直満 (井伊直平の次男)の子で、 9歳の時に

井伊家の家老の読言により、父・直満が直義

(直平の四男)と ともに駿府で今川義元に謀殺

されました。その時、亀之丞も命を狙われたの

で、家臣の今村籐七郎が亀之丞を仄 (わ らむし

ろで作 られた袋)に入れて隠し、黒田の山中に

潜んでいました。 しかし、探索が激 しくなった

ので、南渓瑞聞 (龍渾寺 2代住職 。直平の二

男)は 師の黙宗瑞淵が文叔瑞郁禅師に師事 した

縁から、松源寺に亀之丞の庇護を依頼する書状

を今村籐七郎に持たせ、亀之丞を松源寺に逃 し

ました。亀之丞は松岡氏 と松源寺に快 く迎えら

れ、以後12年 の間、住職から学問を教わって育

ちました。当時の市田郷を支配していたのは松

岡氏で、領主である右衛門太夫貞利は、亀之丞

を保護 し、松岡城の侍たちに武芸や弓馬の稽古

をつけさせました。

青年期に入った亀之丞は「青葉の笛」を手に

することも多 くなり、故郷を偲んで奏でる愛笛

の音が響 き渡 りました。また、笛を教えてもら

ったお千とは深い仲になり、一子を儲けたとの

話も伝えられています。

20歳 になった亀之丞は井伊谷に戻 り、井伊直

親を名乗って嫡子虎松 (後の直政)を儲けます

が、27歳で非業の死を遂げてしまいます。そこ

で、出家 していた次郎法師が、おんな城主直虎

として虎松を後見 し、井伊家の危機を救いまし
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た。

高森町では、昨年より「直虎のいいなずけ、

亀之丞ゆか りの里 たか もり |」 として観光

PR活動をしてお り、のぼり旗やリーフレット、

ポスターなどを作成し、町内各所に設置・配布

してあります。また、現地を案内するガイドも

養成 し、約20名 が活動 しています。昨年末よ

り、ほぼ毎日、観光ツアーバスが町内を訪れる

盛況ぶ りとなっています。

私自身、歴史に疎 く興味がなかったので、今

まで松源寺を訪れたことはありませんでした。

しかし、今回の寄稿を機に松源寺を訪れ、歴史

に触れることにより、少 しではありますが、興

味を持つことができました。時には立ち止 ま

り、歴史に触れることも良いものです。皆さん

もこちらの方へお越 しの際には、是非お立ち寄

りください。

松源寺門 松源寺本堂

春には見事な門前桜が… 秋には鐘楼の柿すだれが…
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文叔瑞郁禅師木像 松岡城跡からの眺め

愛笛を吹く亀之丞 青葉の笛 (レプリカ)

「おんな城主直虎」ゆかりの地PR のばり旗で観光PR
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私的研究会「俊成会」は、整形外科医の吉松

俊紀先生が学術講演会で講演をして頂いたのを

機に更埴ブロックの会員を中心に平成21年 に発

足致 しました。

当時は現在の千曲中央病院に勤務されていた

ため中央病院の会議室をお借 りして、 2～ 3か

月に一回の割合で金曜日の夜 8時 より開催致 し

ております。

当初は珍 しい症例があるとレントゲンを見な

がら吉松先生が解説するというスタイルをとっ

てお りましたが、途中から吉松先生の同僚の望

月先生が加わり評価法をはじめとする実技に力

を入れた勉強会になってお ります。

その後、望月先生がアメリカ留学に旅立た

れ、また吉松先生が上山田病院に移られたのを

機に現在は上山田病院のリハビリ室をお借 りし

て開催致 してお ります。

当初十数名で発足 した勉強会 も現在は当初の

3倍近 く会員も増えてお り、当初更埴ブロック

俊成会会長 北信地区 松 坂  1圭雄

会員がほとんどで したが、現在は長水 ブロッ

ク、高水ブロックからも噂を聞き多 くの会員が

参加されております。また理学療法士も10名近

く参加致 してお り平日の夜にも関わらず和気あ

いあいと研修致 しております。また理学療法士

と接 してみてそのレベルの高さに改めて驚愕致

してお ります。 もしPTが開業権 を取得 し合法

的に開業 してきたら我々にとって整体以上の脅

威にさらされると云う事を改めて認識致 しまし

た。私だけではなくいかに勉強が必要かと云う

ことを俊成会のメンバーは身に染みて、また肌

で感 じているのではないかと思ってお ります。

俊成会の特徴は座学の他に実技を行うと云う

事と、吉松先生がスポーッドクターと云う事で

スポーツに興味の有る方には最善の勉強会にな

ってお ります。

北信の会員はもちろんの事また上山田病院に

比較的近い東信の会員や他の地区の会員で興味

のある方は松坂までご一報 ください。
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私的研究会の紹介

私的研究会 隆信会と
中野市介護予防教室の現状

|       |

今回地区の広報部長から「私的研究会 隆信

会と中野市介護予防教室の現状」と題 しての原

稿依頼がありましたので、浅学非才ですが、全

力で文書を作成 しました。

私的研究会である「隆信会」は、中野市、飯

山市、山ノ内町に施術所を置 く会員で構成され

た私的研究会です。皆様ご存知ですが、会の顧

間は長野県医師会長の関隆教先生です。隆信会

としての主な活動は、夏と年末に、一堂に会 し

て、関先生から御講義をいただき、日常診療で

の骨折等の難 しい症例の患者様の、施術につい

ての同意と指導について、事細かに説明してい

ただいているところです。関先生が、介護保険

開始当時には、中野市の介護認定に携わってお

られた関係から、隆信会としても要介護者につ

いての運動指導等について、かねてより関先生

からご指導いただいていたところでした。そん

な経験があって、平成26年度から、中野市から

の依頼で、「ひざ腰 らくらく教室」を開催 して

おります。当初は、中野市としてもなかなか教

室の立場に迷いがあり、どの様に開催する事が

良いのか手探 り状態だったと思います。立ち上

げ当初は、一次予防に重点を置いた内容で始ま

りました。また、過去に、当地区の会員により

県学会にも教室の内容についての発表がされて

いますので、内容の詳細については省略いたし

ます。現状 と題 しての原稿ですので、平成29年

度からの方向性について書 きたいと思います。

介護保険制度の見直しに伴い、介護予防事業が

各地方自治体に任される形になった事から、中

野市 も「ひざ腰 らくらく教室」を新 しい介護予

防 。日常生活支援総合事業の中に取 り込んでゆ

く事 となりました。そこで、「ひざ腰 らくらく

教室」は、一般介護予防事業として実施される

北信地区 大塚 祥司

事となりました。今までの教室は、参加者の状

態に合わせて事業が組み立てられてお りまし

た。つまり、要支援・虚弱高齢者を教室に参加

させて要介護とならないように予防して行こう

と言 う事が中心で した。 しか し、今年度から

は、総合事業に移行 してゆくための方針が加え

られました。参加者が65歳以上の一般の方、要

支援・虚弱高齢者、要介護を含む大きな枠組み

になりました。この事を受けて、本年度から教

室での運動種 日、運動方法、評価などに変更が

行われました。具体的には、虚弱者だけでな

く、元気な参加者にも対応できるように負荷の

調整、種 目の多様性に対応する事 とな りまし

た。しかし、指導者側にも都合がある為、今ま

での方法に少 しだけオプシヨンを加える形での

対応といたしました。個別指導の充実を願う中

野市佃1に対応するよう、 1ク ール続けて教室に

参加する教室担当者を決めて、 1ク ール通して

参加者の個別評価・指導をできるように変更 し

ました。又教室開催中に行政側も、教室参加者

が、ゆくゆくは各出身地域でリーダーとして地

域住民同士の活動をしてゆくように支援 して行

く為の講習会も加えられました。今現在は、ま

だ行政が積極的に介護予防に取 り組むこととな

っていますが、今後、地域住民主体の活動に介

護予防事業を移行 してゆく事が予想されます。

まだしばらくの間は、地域 リーダー養成が必要

なため「ひざ腰 らくらく教室」は継続 してゆく

事 となると思いますが、今後どうなるかは注意

深 く見守らなければならないと思います。介護

予防教室を続ける事は良い事なのかどうか ?と

いう問題 もありますが、実際に会員の所に通う

患者さんが、教室に参加する事 もあるし、教室

に参加された方が、会員の施術所にかかること
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私的研究会の紹介

もあります。今のところ介護予防教室を続けて

ゆく事にマイナス要素はありません。行政側と

のつなが りが出来ている事を考えると、今のと

ころ良い事が多いと思われます。今後の課題と

しては、事業の継続に対応できるように、隆信

会顧間の関先生のご指導のもと、会員同士のス

キルアップが必要になると思います。定期的に

会員同士の講習会を開催 しながら意見交換をし

て今後につなげて行ければよいと思います。簡

単ではございますが、以上が「私的研究会 隆

信会と中野市介護予防教室の現状」についての

御報告といたします。
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申会員のひろばや

大腸内視鏡検査

初老になつてくると血液やエコー検査に異常

値が出てきて数年前から経過観察が 3箇所に増

え、平成28年の検査では潜血に十が入り専門

医へ受信してくださいと書いてありました。 2

本のうち 1本が+となつているが無視するのも

精神衛生上悪いので、アマゾンから検査キット

を注文し自己再検査。定量測定が出来る検査で

定性では一、定量では検出限界以下と微妙に検

出との通矢□。

重い腰を上げて佐久医療センターヘ電話をす

ると lヶ月後の予約が取れ診察へ。バリウムと

内視鏡の方法があり迷わず内視鏡検査を選択す

ると10日 後の 1月 4日 に検査をする運びとな

りました。事前説明で、売店から内視鏡検査食

を購入し、当日下剤を 2L飲んで下さい 1水も

同じぐらい飲んで下さいね、と説明を受ける。

病院で腸の中を空にすると思つていたが自宅で

午前中に出し切つて午後検査を受ける段取りで

す。

検査前日の昼食から検査食を食べます、レト

ル トになつていて量は少ないけど味は結構旨

い、夜も レ トル トと下剤を 1錠飲んで就寝。

朝、 2Lの下剤を 2時間かけて飲んでいきま

す。30分もすると便意が始まリ トイ レヘ、普

通の便が出て小休止、キュルキュルと腸が踊つ

ているが不思議と痛みは無い。 lLを飲んだ頃

水便となりました、水道の蛇□をいつぱいに開

けたような勢いで出て行きます、びつくり |

水も同じぐらい飲んで下さいの意味がわかりま

した、下痢状態なのでのども渇きます、1.5L

は飲みました。11時頃になるとお腹の状態も

落ち着き医療センターヘ向かいます。

便の状態と体調の間診後、検査着に着替え、

腸の動きをおさえる鎮痙薬を注射し順番を待ち

東信地区 内堀 泰明

検査室へ入ります。中は薄暗く、医師と助手の

二人が待つていて、結構大きな検査機材が待ち

構えています。肛門に麻酔ゼリーを塗り内視鏡

を入れていきます、 S状結腸が痛いのかな ?と

思つていたら、下降から横行の曲がり角が難し

いらしく体位をかえお腹を押しながら進めて行

きます。これが虫垂ですよ、中は綺麗で した

ね、の返答に、いえいえ、これからが検査です

と先生、抜く時にぐるぐる見回して病変を見つ

けて処置をするのが本番でした。ポリープも無

くどこも綺麗で、最後にカメラを曲げて肛門を

内側から見て終了です。

テレビで 5年は安心と聞いたのですが、の間

いに、ポリープの癌化にはそのぐらいかかるけ

ど、上皮癌の場合もあるのでまた引つかかつた

ら受診して下さい、と指導されました。

処置料が無いから3害」負担で5,000円 。恥ず

かしいなんて言えない、大腸内視鏡検査の体験

談でした。

2Lの下剤、味はスポーツ ドリンクに近い
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会員のひろば

介護予防教室の現状

「北信地区の概況」

北信地区において柔道整復師がかかわる介護

事業は市町村単位で行われ、飯山市 。中野市・

木島平村の 3地区が対象となり、介護予防教室

が開催されています。

坂城町や干曲市でも本年度から始動します。

又、市町村福祉包括センターを介さず、地区の

自治会公民館活動として、介護予防教室を開催

している先生方もおられます。少人数でも十分

介護予防事業に取り組める余地はあります。

介護予防教室に介入する事に躊躇される先生

には、社会との関係を密にし、自分の体験を通

して柔道整復師の活躍の場を広げられる場所と

なります。

公的機関は一次予防事業として、地域リーダ

ーを作るという発展的計画を持つていますが、

実現するためには時間がかかります。

高齢の受講生を対象とする事業は、理想と現

実の大きな差があります。思い描いたようなサ

ポー ト|ますぐにできるとは思わずに、一歩を踏

み出す心構えが大切です。各地区で先進的に取

り組んでおられる諸先生方には感謝致します。

今後は機能訓練だけでなく、認知症のサポー

トも行つては、という構想もあります。

北信地区介護委員 松 本   毅

「飯山市の現状」

飯山市の介護予防事業の―つは、 2次予防が

対象であり、市の社会福祉協議会が主体で、 6

教室開催せれる「すこやかくらぶ」「転倒予防

教室」があります。

飯山市と中野市の若い先生 6名が、活動に取

り組んでいます。各人の特色を生かし、基本的

運動とレクリエーション運動を組み合わせ担当

を変えながら、月 2回行います。通年延べ160

教室になりますが、好評をいただいて今年で

10年目になります。

又、飯山市包括センターが主体となる、一時

介護予防日常支援総合事業としての 「はつらつ

健康教室」があります。28年より始動 し29年

は本格的になりました。

週 1回連続12回。 2ク ラスの同時進行で 5

クール開催予定です。昨年は 3クール開催しま

した。受講生より質問されることは専門的なこ

とも多く、指導者側が学び理解していなければ

適切な答えを出しがちです。

その意味においても柔道整復師自身のスキル

アップの必要1生を痛感します。あらゆるジャン

ルに理解を深める努力が不可欠です。介護事業

に目を向け学ぶ事により自分自身の役に立つ事

と思います。
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会員のひろば

第22回 長野県少年・少女柔道
チャンピオン大会中信大会・息子の応援

こんにちは 1中信地区会員の神農です。 5月

14日 にチャンピオン大会中信大会が開催され、

小学 4年生の息子も選手として出場しました。

勝ち上がれば県大会、そして県大会で上位入賞

し、選ばれれば長野県代表として日整全国柔道

大会に出場できます。

昨年の同大会にも出場 しましたが、一回戦

で、抑え込まれて見事に一本負け。始めたばか

りとはいえ、悔しかつたのか涙を流していまし

た。県大会は―緒に行つたものの、応援のみで

物足りなかつたと思います。

あれから一年。今年の大会はどうなるのであ

ろうか ?息子は兄の克己塾で日々稽古を積んで

います。以前よりは柔道らしくなつてきました

し、体格も少 しずつたくましくなつてきまし

た。周りと比べてみて、お世辞にも強いとは至」

底言えませんが、何とか一回戦を突破し、県大

会に出場してほしいです。息子の一回戦の相手

は何と昨年と同じ相手。リベンジなるか ?

そういえば、柔道大会のルールも大きく変わ

りましたよね。

有効がなくなり技ありのみ (今までの有効判

定は技あり)、 技あり2回の合わせ技の一本は

なし、抑え込みの技ありは 5秒短縮されて10

秒、などなど

そして結果は、技あり 3つ取つての優勢勝

ち。リベンジ成功です。何とか県大会への切符

中信地区 神農 来吉

を掴みました。続く 2回戦は抑え込まれて負け

てしまいましたが、攻めの姿勢は崩さず一生懸

命頑張つたと思います。

続く県大会では息子は 1回戦負け。中信地区

からは長野県代表として 1名の選手が選ばれま

した。

息子は柔道を始めて一年になります。幼稚園

の頃からずつと兄に勧誘されて、 3年生になつ

てようやく始めました。本人のやる気に関係な

く、親が送迎出来るのかどうかの不安があり、

なかなか踏ん切りが付きませんでしたが、何と

か送迎出来る環境が整い、柔道を始められまし

た。

息子にとつて柔道を始めてよかつたことは、

新しい仲間が出来たことや、同学年の子供だけ

でなく、幅広い学年の子供との関わりが持てる

こと、体がたくましくなつてきたこと、柔道だ

けでなく、「ネL儀 。挨拶・感謝の心」など大人

になつても大事な事を教えてもらえる事だと思

います。

息子が柔道を始めて私がよかつたこととして

は、柔道の応援が楽しく盛り上がること、送迎

をする中で会話が増えたこと、飲み会が増えた

こと (笑)です。

柔道を息子が始めた事で、息子も私も世界が

広がりました。下の子もやつているので、まだ

まだ楽しませてもらえそうです。
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会員のひろば

上伊那接骨師会ゴルフコンペ開催される

去る 4月 9日 (日 )桜の開花が遅れる程の、

季節外れの寒波の影響で寒い日が続いておりま

した。当日の朝は雨模様でカッパを余儀なくさ

れましたが、 4。 5ホール以降は春の陽射しが

もどつてまいりました。上着も脱ぎ捨て、正に

ゴルフ日本□といつた様相を呈し気持ちのよいプ

レーができました。 (日 頃の行いに感謝 |)

毎年の定例行事となります、上伊那接骨師会

ゴルフコンペが木曾駒高原CCに於いて盛会に

開催されました。権兵衛 トンネル開通後、伊那

―木曽の人の流れが格段に変わりました。当ゴ

ルフ場へも伊那市街から30分程で到着 し、第

2第 3のホームコースにしている上伊那ゴルフ

アーもいるはずです。

また、木曾駒高原CCは県下でも有数の名門

コースでありまして、キャディをすべてに付け

るなど、接客にも力を入れているのが伺えま

す。コースも長雨が続いたにもかかわらず、ぬ

かるんだところもほとんど無く、グリーンに至

つては雨が降つたことを忘れさせる程でス トレ

スなくパッティングできました。丁寧な整備を

想像させられます。にもかかわらず、破格の低

料金で、尚且つコンペ商品まで提供して頂き、

至れり尽くせりの待遇に幹事としてはありがた

い限りであります。今回も色々とわがままを聞

いて頂き、ありがとうこざいました。宮下会長

のお力添えもあつたことをこ報告させて頂きま

上伊那ブロック 吉原 賢―

す。

さて、昨年夏に上伊那接骨師会は上伊那歯科

医師会とはじめての懇話会、懇親会を学術部中

心に行いました。今回は事業部を中心に同じ趣

味を持つ者同士、ゴルフを通じて親睦を深めよ

うと、歯科医師会へ案内したところ 6名の先生

方が参加して下さいました。まだまだ深い話と

までとはいきませんが、お顔とお名前が一致し

て、ゴルフ談議に花を咲かせてのラウン ドは有

意義な交流が出来たことと思います。歯科―接

骨の患者の行き来のきつかけになればと考えま

す。

歯科の先生方の他に (株)トークの徳武修一

社長、総会・役員会等で会場にお世話になつて

おります肉の北野屋の岸浩史社長、県会より高

田保副会長こ夫妻にも花を添えて頂きました。

また、過分なるこ祝儀を頂戴し重ね重ね御礼申

し上げます。

結果の方は新ベリア方式で行いました。優勝

池上秀樹先生 (歯科 伊那市)準 優勝 倉

田友宏先生 (歯科 南箕輪)第 3位 吉原賢

一会員となりました。柔整はゲス トに遠慮した

かな 。・・ 。(実力です)

最後に小鰤啓吉顧間の総評でこれからも歯科

と接骨の絆が益々深まることを祈念しますとの

こ挨拶でパーティも終了となりました。

つ
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会員のひろば

まずは開会式を行つて 集合写真ではい、チーズ !

上伊那歯科医師・市川紀彦先生ご挨拶 佐藤光洋会員 。デビュー戦 B・ B

上伊那歯科医師会・倉田友宏先生準優勝 上伊那歯科医師会 。池上秀樹先生優勝
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/村 山 良 治 さ ん (0塩 尻市広丘吉田
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得
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
」

と
話
す
。

「高
校
生
に
な

る
と
基
本
の
上
に
自
分
で

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
勝

て
る
よ
う
に
な
る
」
と
い

い
、
巣
立
っ
た
選
手
た
ち

が
多
く
活
躍
し
て
い
る
。

道
場
の
創
立
３０
周
年
に

長
男
の
洸
介
さ
ん
に
館
長

を
託
し
、
指
導
を
任
せ
て

い
る
。
創
設
時
か
ら
現
在

ま
で
月
謝
は
な
く
、
必
要

経
費
だ
け
は
保
護
者
ら
で

つ
く
る
育
成
会
が
集
め
て

運
営
し
て
い
る
。
現
在
は

園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
５８

人
が
通
い
、
道
場
の
卒
業

生
の
子
供
も
多
い
。
昨
年

は
文
部
科
学
省
か
ら
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

も
受
け
、

「継
続
す
る
こ

と
が
大
事
。
県
の
柔
道
の

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め

に
、
今
後
も
底
辺
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
力
を
込

め
る
。
　

（柳
　
純

一
）
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柔
道
整
復
師
会
と
災
害
協
定

救
護
体
制
充
実

市
が
20
日
に

会
見
で
県
柔
道
整
復
師
会
と
協
定
を

結
ぶ
と
発
表
し
た
宮
沢
市
長

安
曇
野
市
の
宮
沢
宗
弘

市
長
は
１７
日
の
定
例
記
者

会
見
で
、
県
柔
道
整
復
師

会

（長
野
市
）
と
災
害
時

に
連
携
す
る
た
め
の
協
定

を
、

２０
日
に
結
ぶ
と
発
表

し
た
。
大
規
模
災
害
時
な

ど
に
お
け
る
医
療
救
護
体

制
の
充
実
が
目
的
で
、
避

難
所
な
ど

へ
柔
道
整
復
師

が
派
遣
さ
れ
、
柔
道
整
復

師
法
の
範
囲
内
で
負
傷
者

の
応
急
手
当
て
な
ど
を
す

る
。市

に
よ
る
と
、
県
内
の

市
町
村
と
県
柔
道
整
復
師

会
が
、
災
害
時
の
協
力
協

定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
と
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い
う
。
柔
道
整
復
師
は
、

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
な
ど

の
け
が
に
対
し
、
手
術
を

し
な
い

「
非
観
血
的
療

法
」
に
よ
っ
て
、
整
復
、

固
定
な
ど
の
治
療
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
専
門
家

だ
。
宮
沢
市
長
は

「整
復

師
会
の
皆
さ
ん
は
、
市
の

総
合
防
災
訓
練
で
も
本
部

医
務
班
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
述

べ
、
協
定
締
結
で
協
力
関

係
を
よ
り
強
化
す
る
と
し

た
。締

結
に
よ
り
、
市
は
応

急
手
当
て
に
必
要
な
衛
生

材
料
の
提
供
も
要
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
調
印
式

は
２０
日
に
市
役
所
で
開

く
。
　

　

（浅
丼
文
人
）
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1は靱
中
信
柔
道
整
復
師
会

中
信
地
域
の
整
骨
院
や

接
骨
院
で
つ
く
る
中
信
柔

道
整
復
師
会

（保
尊
伸
昭

会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
松

本
市
島
内
の
児
童
養
護
施

設

・
松
本
児
童
園

（竹
村

場
で
会
員
か

ら
募

っ
た
寄

付
で
、
同
会

の
権
藤
俊
和

事
業
部
長
が

児
童
園
を
訪

れ
、
竹
村
園

長
に

「
子
供

た
ち
の
た
め
に
役
に
立
て

　

、一
一　
一一

て
ほ
し
い
」
と
寄
付
金
を

　

．■
．　
■
．

手
渡
し
た
。
竹
村
園
長
は

「施
設
の
改
修
な
ど
子
供
　
　
．■
●
■

た
ち
の
生
活
環
境
の
改
善
　
・●
〓
●
■

に
役
立
て
た
い
」
と
感
謝
　
一■

・
　
一●

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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●

一

同
会
は
２０
年
以
上
前
か
　

■ヽ
●
一
一

ら
児
童
園
に
寄
付
を
続
け
　
・●
■
二

て
い
る
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村
豊
丘
中

学
校
で
あ

っ
た
。

飯
伊
地

区
柔
道
整

復
師
会
、

飯
伊
接
骨

院
ト
レ
ー

ナ
ー
ズ
協

会
か
ら
講

師
を
迎
え

た
。
け
が

を
し
な
い

体
づ
く
り
に
向
け
、
ス

::|111:|:111111

ト
レ
ッ
チ
の
必
要
性
を

解
説
。
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
芯
の
強
い
体
に
す

る
た
め
の
体
幹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
紹
介
し
た
。

講
習
会
に
は
■
～
３

年
の
希
望
し
た
生
徒
約

■
４
０
人
が
参
加
し

た
。
生
徒
た
ち
は
実
際

に
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ

を
体
験
。「け
が
を
良
く

す
る
の
で
大
変
勉
強
に

な
っ
た
「
教
え
て
も
ら

っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
家

で
も
し
て
、
夏
の
大
会

に
向
け
て
け
が
を
し
な

よ
う
に
し
た
い
」
な
ど

と
語
っ
た
。

講
師
に
当
た
っ
た
太

陽
接
骨
院

（豊
丘
村
）

の
伊
藤
睦
さ
ん
は

「子

ど
も
た
ち
の
け
が
が
少

な
く
な
る
よ
う
な
活
動

を
今
後
も
行
っ
て
い

く
」
と
話
し
て
い
た
。

』毒

轟
●一醸

〓」亀．一藤塩

ゝ

体 育 館 でストレ ンチを体 験 する生 徒
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自己紹介

平成29年 1月 に正会員にさせて頂きました淵

田高章です。

赤門鍼灸柔整専門学校を卒業し、仙台市の整

骨院・整形外科で研修・勤務をさせて頂きまし

た。

その後、長野に戻 り長野市小島で淵田整骨院

の院長である父と共に仕事をし、多 くの方々の

力になれるよう努力してお ります。

最近は、健康のためにも年 2～ 3回ほどラン

ニング大会に参加 しています。ランニングを通

Jヒ信地区 淵田整骨院 淵 田  高 章

じてのけがなどの経験を毎日の仕事に生かして

いければと思い走っているところです。

患者さんの声をよく聴き、患者さんを笑顔に

するために施術をしていきたいと思い、日々仕

事をしています。まだまだ足 りない部分が多 く

苦労をしておりますが、更なる努力を続けて参

りたいと思います。

諸先生方の日頃の温かいご指導に感謝してお

ります。今後とも宜しくお願い致します。
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新入会員の紹介

自己紹介

初めまして、去年12月 に北信地区の上高井郡

高山村でみずはじ整骨院を開業致 しました水橋

拓也 (みずはしたくや)と 申します。

高校卒業後、信州医療福祉専門学校へ進学、

卒業 しました。専門学生時代は午前中を須坂市

の墨坂整骨院で研修、午後は学校で勉強という

日々を過ごし、免許所得後も5年半に渡 りお世

話になりました。

私は小学生の頃からバスケットボールをやっ

ていますが、高校時代は怪我に悩 まされまし

た。元々怪我は多い方でしたが高校時代が特に

酷 く、 3年間の内の 3分の 1は部活動に参加で

きませんでした。部活に参加できるようになっ

ても授業終了後に自転車を飛ば し整骨院へ行

き、施術 とテーピングを巻いてもらい、部活に

北信地区 みずはし整骨院 水 橋  拓 也

参加という毎日でした。怪我をせずもっと部活

に集中できていれば、今よりもっとバスケット

ボールが上手かったはずだと本気で思っていま

す (笑 )

そんな高校生活を送る中で整骨院の先生にお

世話になり、私のように怪我で悩む方の助けに

少 しでもなりたいと思い柔道整復師の道を選び

ました。

この高山村という地域はスポーッが盛んな地

域です。また農業が盛んな地域です。怪我に悩

む方々の助けに少 しでもなれるよう、今後も精

進 していきます。

まだまだ未熟者ではあ りますが、ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願いいたします。
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新入会員の紹介

地域医療に携わるものとして

初めまして。北信ブロック高水地区の吉澤賢

治と申します。平成29年 4月 より中野市吉田に

て「よしだ鍼灸整骨院」を開業させていただき

ました。

私は幼少のころから野球に明け暮れる毎日を

送 り、高校 も野球に打ち込めるところに行 きた

いと思い地元大町市を離れ、長野市で下宿をし

ながら長野商業高校に進学いたしました。

夢を追って田舎を出てきたものの、高校三年

生の夏前に肩を壊 し、最後の夏を完全燃焼する

ことができませんでした。そのことがきっかけ

で、怪我や痛みで最後までや りたいことができ

ない人たちの力になりたいと思い、この業界を

目指すことを決意いたしました。

専門学校では、業界の先輩方にもあたる熱意

にあふれた先生方との出会いもあり、医療とは

北信地区 よしだ鍼灸整骨院 吉 澤  賢 治

何か、医療人としてあるべき姿を教えていただ

きました。

卒業後は学校付属の臨床施設に勤めながら鍼

灸師の資格を取得 し、知識を広げたいと思い、

東京の整形外科にて研修をしました。約10年の

研修期間を経て、様々な医療の現場を見ていく

中で、地域医療の大切さを感 じ、自分ができる

ことは何かを考えた末に開業に至 りました。

まだまだ未熟ではあ りますが、「医療は人な

り」という整形外科研修時代の先生の言葉を胸

に、地域の方々の健康をサポー トできるよう自

分ができることを精一杯努力 していこうと思い

ます。

これからのご指導ご鞭撻のほどよろしくお願

いいたします。
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新入会員の紹介

日々精進

初めまして、平成29年 5月 9日 長野市栗田に

て「くりた接骨院」を開業いたしました院長の

中島裕多郎 (ナ カジマ ユウタロウ)と 申しま

す。

私は幼少の頃、体が弱く、好き嫌いが多く、

運動も苦手で何かと体調を崩すことも多い典型

的な虚弱体質の子供でした。

そんな自分に子供ながらコンプレックスを持

ち、少しでも克服しようと中学時代から野球を

始めました。やはり最初の頃は練習についてい

けず、心も体も疲弊しきっていた当時の苦い思

い出は今でも鮮明に記憶しています。

いま改めて自分の過去を思い返すと、もの凄

く周りの人に恵まれていた事を実感しておりま

す。心が疲弊 したときは学生時代の友人、先

生、家族に何度も励ましてもらい勇気をもらい

ました。

整形外科、接骨院の先生に痛みをとってもら

い助けてもらいました。

高校在学中、こんな自分でも誰かの役に立ち

たい、心も体もサポートできる施術家になりた

いと強く決意しこの道を選びました。

専門学校に進学してからもたくさんの尊敬で

きる先生方、友人に出会いました。勉強のこと

だけでなく、施術家として、人としてこんな存

在になりたいと、より具体的な目標もできまし

北信地区 くりた接骨院 中 島  裕 多 郎

た。

国家資格取得後、 3年間中野市の「小橋接骨

院」にて、丁寧にご指導いただき、施術に対 し

ての情熱や患者様との向き合い方、自分たち柔

道整復師がどうあるべきか、日々学ばせていた

だきました。

その後 4年間長野市の「光和接骨院」にて勤

務させていただき、 トレーナー活動や学生への

指導など、また違った経験をさせて頂き知識を

深め開業に至 りました。

開業 して 1か月以上経ちましたが、いろいろ

な場面で自分の至らなさを痛感 してお ります。

施術の事だけでなく幅広 く様々な分野での知

識も深め勉学に励み、患者様一人一人と向き合

い少 しずつ信頼 していただけるよう日々精進 し

て参 ります。

最後になりますが、長野県柔道整復師会に正

会員として入会させて頂 き、改めて「柔道整復

師倫理綱領」「長野県柔道整復師会憲章」に感

銘を受けました。

揮を締め直し、いい意味で若さとパワーを存

分に振るい長野県柔道整復師会会員 として恥 じ

ぬよう精進 して参 りますので、諸先生方にはこ

れまでと変わらずご指導ご鞭撻のほど宜 しくお

願い致 します。
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新入会員の紹介

地域に実顔が溢れるために

初めまして。北信地区、更埴ブロックの藤田

卓也 (ふ じたたくや)です。

信州医療福祉専門学校で研修させて頂き、平

成29年 5月 15日 に千曲市寂蒔に『フジ接骨院』

を開業致しました。

私が柔道整復師を目指すきっかけとなったの

は高校時代に出会った接骨院の先生の存在でし

た。高校時代は怪我が多 く、その全ての怪我を

接骨院で治してもらいました。どんな怪我でも

即座に症状を判断し治してくれたので安心する

場所でした。困ったら接骨院、どんな怪我でも

試合に出たかったら接骨院。そんな接骨院が、

施術をしてもらえる場所からいつの日か私が目

指す場所に変わっていきました。包帯 1つで患

者さんが喜んでくれる、言葉一つで患者さんを

助けるきっかけをつ くることができる、そして

何よりも目の前で痛みが消え喜んでいる表情を

見ることができる職業であると思い、信州医療

福祉専門学校に入学しました。専門学校卒業後

北信地区 フジ接骨院 藤 田  卓 也

は信州医療福祉専門学校の付属臨床施設で研修

させて頂き、この度、地元である千曲市に接骨

院を構えることができました。

開業して日々の業務の中で評価の大切さに改

めて気づきました。初期評価で痛みの根本を見

つけるだけでなく、日々変化する症状をしっか

りと評価し施術する。患部に触れて評価するだ

けではなく、コミュニケーションをしっかりと

り患者さんの訴えを聞き逃さないようにする。

このコミュニケーションが私には足 りないと開

業してから気づかされました。地域の方々が痛

みなく快適な生活を送っていただけるように全

力でサポー トするためにも自分自身の評価をし

っかり行い、一歩ずつ成長していきたいと思い

ます。

常に初心を忘れず、何事にも妥協せず、謙虚

な姿勢で接し、地域に笑顔が溢れるように精進

してまいります。まだまだ未熟な部分が多々あ

りますが、これからも宜しくお願い致します。
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新入会員の紹介

自己紹介

平成29年 4月 1日 に公益社団法人長野県柔道

整復師会に入会しました。中信柔道整復師会で

は、松本北ブロックに所属 となった穂高康也

(ほ たかやすなり)と 申します。

私は高校卒業までの18年 間、松本で生まれ育

ちました。小学 4年生 より野球 (リ トルリー

グ)を始め、高校時代まで本格的に取 り組んで

おりました。先日入会 して初めて出席 した総会

の際、私が高校球児だった頃に診ていただいた

先生を33年ぶ りにお見かけしました。今思うと

私が「柔道整復師になろう」と意識 し始めたき

っかけは、その先生の存在があったからなのか

もしれません。

松本で18年過ごした後、大学進学と同時に上

京 し、昨年松本にIタ ーンするまでの約30年 間

を東京で過ごしてまいりました。上京 2年 目よ

り昼間の大学と併行 し夜間の柔整学校に通い、

卒業と同時に柔道整復師免許を取得、大学関係

の神奈川県 日整会員先生のもとでの研修終了

後、都内の整形外科 (理学療法室・付属 トレー

ニング施設)勤務を経て現在に至 ります。

オリンピック東京開催が決定 し、私自身の仕

中信地区 北深志整骨院 穂 高  康 也

事 も生活 も充実 していた事 もあり、ほんの数年

前までは地元長野県にて独立開業はおろか、長

野県民に戻ることすら全 く頭にありませんでし

たが、突然の親の病により状況は一変、昨年春

より松本の現自宅に腰をすえる運びとなった訳

です。実家の事情 もあ り、自営業 (他業種会

社)を続けながら整骨院を開業 してから早 3か

月、最初は 2つの仕事をどうやって両立したら

良いか迷走した時期 もありましたが、現在は整

骨院業も徐々に軌道に乗 り理想の形になりつつ

あります。

これからも一人一人の患者様に対 して適切な

施術を誠心誠意行う事を最優先に努力 して参 り

たいと思います。

私の様に免許取得後26年 も経てから初めて独

立開業するケースは恐 らく珍 しいのではないか

と思います。今は、 2つの仕事を両立する事と

両親の健康サポー トをすることで精一杯の毎日

ですが、将来的には整骨院業務にもっと集中で

きる環境を整え、会員としても柔道整復師会に

貢献出来る様になれれば幸いです。

何卒宜 しくお願い致 します。
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新入会員の紹介

自己紹介

この度、今年度の 1月 に入会と同時に私の生

まれ育った飯田市で開院した関島康道と申しま

す。

私がこの業界を志 したきっかけは、小学校高

学年から始めた柔道で骨折や脱自等様々な怪我

に悩まされてきました。その事を通して、将来

は「人の役に立ちたい」という思いからこの業

界を目指そうと志 しました。

高校卒業後は、まず鍼灸学科の専門学校へ進

学。在学中は今まで耳にした事のなかった専門

用語等覚えることが多 く苦労 したこともありま

した。卒業後は、鍼灸接骨院にて鍼灸師として

勤務 しました。初めての臨床の現場でもあ り、

失敗や挫折 しそうな事もあ りましたが、先輩た

ちのご指導やア ドバイスによって自信や多 くの

南信地区 せき接骨院 関 島  康 道

事を学ばせて頂 きました。

それから約 3年の勤務を経て、柔整学科の専

門学校へ新たに入学。在学中は、接骨院等で研

修をしながら学生生活を送っていました。勉強

との両立は大変な事 もありましたが、充実 した

3年間を送る事が出来ました。

それから卒業 して以来、開業に至るまで数々

の鍼灸接骨院等で勤務 してきました。開院して

5カ 月余 りが経ち、未だ軌道に乗らず試行錯誤

の毎日ではありますが、救護活動や様々な勉強

会に参加する等より多 くの事を吸収 していきた

いと思います。

今後もご指導やア ドバイスの程宜 しくお願い

致 します。
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新入会員の紹介

自己紹介

はじめまして、 4月 より南信地区の松川町で

小池鍼灸接骨院を開業 しました小池輝宗といい

ます。

高校を卒業後約12年 間勉学、修行に励み「温

故知新」をモ ットーに柔道整復術はもちろん

CSPT、 ISR、 マリガンコンセプ ト等 を用いて

原因に対 しての改善を目標に日々診療に当たっ

ています。また、日体協公認ATの取得を機に

南信地区 小池鍼灸接骨院 Jヽ ,也  輝

学生時代打ち込んだ野球 (特 に投球動作)の動

作改善、動作解析にも力を入れて勉強し当院か

ら甲子園に行 くような選手やプロ野球選手を輩

出することも目標 としています。野球好きの先

生がいらっしゃいましたら堤リトお声かけくださ

い。

皆さま今後ともよろしくお願いします。
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事業部会議事録

事業部長 安藤 恒久

1.開催日時

2.開催場所

3.出席人数

4.出 席 者 安藤恒久・宮下厚 。倉科正・小林毅・井出和光・北沢玄 。伊藤睦・金児充

松本毅・田中兼次・戸田佐保 (事務局)

5.会 議 名  平成28年度機能訓練指導員・フォローアップ講習会準備会

6.内  容  ①介護予防改訂版作成

戸田佐保 (事務局)にモデル協力していただき前回撮 りきれなかった写真、動画

撮影 (介護予防 トレーニング法のバリエーション・一般介護に向けた介護予防機

能訓練体操実技について)

②機能訓練講習会の役割確認・準備会場作 り 受付は介護委員が担当するが森本健

雅が欠席のため代わりに北沢玄が受付を担当する

③平成28年度生涯学習単位・ボランティア単位の最高単位取得者を各地区で3/25の

部会までに選定する

④DJATに ついて 事務局にある軽自動車を緊急車両として登録する

⑤日本赤十字奉仕団について 各地区10名 を選定 (な るべく若手)し 固定化する

ユニフォーム・靴を使わないと思われる会員から回収し新たに選ばれた会員へ渡

すようにする

⑥講習会講師森直哉先生を囲んでの懇親会 内山富之会長・高田保副会長・酒井正

彦副会長も同席しホテル」ALシ ティ長野にて開催される

⑦次回事業部会 3月 25日 (土)会館会議室

平成29年 2月 18日 (土)午後 3時～

(公社)長野県柔道整復師会 会議室・柔道場

11名
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部会報告/事業部

平成28年度 第6回事業部会・介護委員会報告

南信地区事業部長 伊 藤   睦

日 時  平成29年 3月 25日 (土)午後 4時～ 6時

場 所  長野県柔道整復師会 会館 会議室

出席者  安藤恒久・宮下 厚・倉科 正・小林 毅・井出和光 。北沢 玄

伊藤 睦・金児 充 。松本 毅・森本健雅・田中兼次  11名

会議名  第 6回 事業部会・介護委員会

議 題

(1)生涯学習単位集計 各地区高単位者選考 (総会表彰者 )

東信 西村公紀 会員   北信 小林 修 会員

中信 矢口 修 会員   南信 小澤雄司 会員

(2)ボランティア活動単位集計 各地区高単位者選考 (総会表彰者 )

東信 國友康晴 会員   北信 高橋文彦 会員

中信 下里泰伸 会員   南信 後藤安成 会員

(3)私 的研究会報告書による選考 (総会表彰団体 )

俊成会 (北信地区)   スポーツ救護研究会 (北信地区)

来年度より学術部に選考依頼。また、選考された団体は学会等で発表する。

(4)来年度の事業計画案について

四地区親睦交流会を8月 27日 (日 )東信地区主管でメイン会場を上田市 『上田高砂殿』にて開

催

生涯学習講演会を新入会員研修会と別の日程で開催する。

(5)来年度の予算案について

介護予防事業予算 (保険部移行)を抜いた事業部予算とD」AT予算にて運営する。

(6)28年 度の反省 来年度への要望

日赤活動は平日の要請 (訓練等)があるが会員に負担が多いので、出来るだけ休日開催を要望

する。

(7)来年度から介護保険 (介護事業)保険部へ移行の説明

日整では保険部管轄になっているのでそれに準ずる。

(8)介護事業冊子改訂版作成

3月 現在、ほぼ完成間近にて誤字、脱字の確認。監修文の依頼等を行う。



部会報告/事業部

4月 22日 (土)午後 3時から最終編集・構成会議を開催する。

(9)介護予防事業規定の見直 しについて

29年度は規定通 り行う。

確認事項 として委託契約書・事業計画書・事業報告書は必須。また、委託契約書提出出来ない

場合は補助金給付不可。 (私的活動とする)

00 その他

介護事業冊子改訂版作成にご協力頂いた事務局の戸田佐保さんに感謝の意を申し上げた。

第 1回 介護委員会 会議録

日  時  平成29年 4月 22日 (土)午 後 3時～午後 5時

開催場所  長野県柔道整復師会館 2階 会議室

出 席 者  松本 毅  田中 兼次 金児 充 森本 健雅

書記 井出 和光

議事内容

介護予防事業 第三版 冊子作成のための会議

1)ページレイアウトの件

8ページを一つとして印刷するので、 8ページ単位でカラー印刷・白黒印帰1と なると経費を削

減できる。

2)見積書の件

4月 21日 の見積 もりでは総合計 569,162円 十分対応できる。

3)フ ォント・写真などの件

明和印刷に統一 したものでお願いし、グラ刷 りが出来た所で意見を集約する。

4)記事の追加の件

安曇野教室の包括のコメント記事、関 隆教医師会長の挨拶 など。

(資料CD―R 提出)

平成29年度 第 1回事業部会 会議録

日 時  平成29年 6月 3日 (土)午後 4時～ 6時    場 所 :長野県柔道整復師会 会館

出席者  :安藤恒久・倉科 正・小林 毅 ・桧山 治・権藤俊和 。上原 哲 (計 6名 )

議 題

(1)自 己紹介

(2)平成29年度事業計画について
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・ 8月 5日 (土)長 野びんずる救護を午前からと依頼されるも負担が多いため、午後 3時～10

時まで北信地区より10名派遣。

・8月 19日 (土)第 2回事業部会

・9月 3日 (日 )安 曇野市・松本市総合防災訓練

。9月 9日 (土)新 入会員研修会準備 。第 3回事業部会

。9月 10日 (日 )新 入会員研修会は各専門部々長に講義をしていただく。

・10月 14日 (土)平 成29年度赤十字社長野県支部合同救護訓練 (下伊那赤十字病院)に南信地

区より派遣。

。10月 14日 (土)生 涯学習講演会準備・講師接待

。10月 15日 (日 )生 涯学習講演会を各地区では開催せずに県のみで開催する。

講師は「サイクリス トの小口良平」または「安曇野日赤の上條医師」に依頼。

・10月 22日 (日 )生 活習慣病予防検診  松本会場

・10月 29日 (日 )生 活習慣病予防検診  長野会場

・11月 5日 (日 )平 成29年度長野県総合防災訓練 (飯田市内)

防災・救護訓練にはDJATを メインで派遣。

(3)平成29年度四地区親睦交流会について 8月 27日 (日 )会 場 :上田高砂殿

別詳細資料有 り

① 別所線で行 く信州の鎌倉コース

② 上田城跡公園コース

③ サントミューゼ美術館 と北國街道・柳町コース

④ ボーリングコースの 4種 目で各コース40名

。①の別所線で行 く信州の鎌倉コースだけは各地区10名ずつ合計40名丁度で行う。

・月刊信州整骨内報 7月 号に案内文を掲載する。

・締切 りは 7月 31日 で以後のキャンセルは受け付けない。

(4)平成29年度日本赤十字社長野支部との懇談会について  7月 22日 (土 )

。自己紹介の後、長野県柔道整復師会からの要望を伝える。

・救護訓練には毎年参加する先生が変わると内容が分からないので、若い先生を固定 して 2年間

参加させてほしい。

(5)北信越ブロック 開会式・懇親会について (受付等の確認)

。来賓以外は席次表・席札がなく受付が混乱 し案内を間違える可能性がある。

・来賓控室が分かり難いため誘導に3人程配置する。

・一般長野県席を用意 した方が良い。等の意見があった。

(6)そ の他

・研修生 (柔整学校実習生)を受け入れる接骨院、整骨院のリス トを管理する。

100



部会報告/事業部

第五回 長野DJAT会議 議事録

平成29年 2月 5日

箕輪輪町文化センター 9:00～

1.塩尻県学会の前夜祭会議の場所の選定と、宿泊場所について

次回会議と同日開催の学術部と広報部の前夜祭へ参加させてもらえることとなった。

学術部の柏木先生、三間先生にお願いし、宿泊場所を提供 してもらえることとなった。

●会議場所について 担当 尾曽

●連絡担当 西條

⌒   2.各 協同組合宛の協賛願いのアンケー ト 西條

アンケー ト最終案が完成 した。

校正が終了したので事務局より各協同組合にFAXに て送付 し、 3月 県学会に間に合うよう、

2月 中に事務局にFAX返送をしてもらうこととする。

●担当 西條

3.小松議員事務所訪問報告 宮澤 。西條

宮澤 。西條の2名が 1月 12日 に、小松議員との面談を行った。

DJATの活動に理解を得た。小松議員の計らいで医師会、日赤本部がどの程度、柔道整復師の

災害支援に対 して理解があるのか調べてくれるとの返答を得ることができた。

現在の日赤奉仕団の後方支援とは別に、柔道整復師のスキル (医療資格)を生かす活動をして

いくためには、何ができるのかを共通認識として分かりやすく文章化 し、外部へ提出する際の正

⌒     式文章として用意しておいたほうが良いとのアドバイスを頂いた。

2月 15日 を目途に原案作成をし、理事会に質問状として提出することとした。

●担当 渡邊 。宮澤・尾曽

4.1月 29日  日赤合同訓練報告 尾曽

参加人数の半数が柔道整復師であったが、運搬がメインの役割である為、D」ATの活動は救護

団とは明確に分別し、災害医療への理解と活動内容を確立 していかなければならない。

5.予算案校正報告 宮澤 。西條

初年度に必要な隊員装備品、車両、事業案を2月 6日 までに事業部に提出指示があったため、

確認を行った。

初年度限度額を提示 してもらい、徐々に揃えていく形とした。

車両に関しては、公用車両の登録がないと現地に入れないため、予算案は変更せずそのまま提

出することとした。
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6.結団式開催について

6月 18日 の北信越学会終了後14時～日程で、来年度理事の参加のもと開催できるよう、 4月 中

に人数をまとめ、開催地区である北信事業部に連絡の上、新役員が決定次第、理事会に報告す

る。

7.来年度講習会について

来年度 3月 の県学会で取 り入れてもらうことを目指す。

D」ATの 隊員募集、講習を一般公開として、柔道整復師の社会での働 きを理解 してもらえるよ

うな内容で、」IMTEF役員 (日 整DJAT本部)を講師としてランチョンセミナー・講演を目標と

する。

●日時・会場等確認 担当 西條

8.隊員募集要項について

2月 3月 のレセプトに募集要項と入隊希望書を同封し、 4月 内報と各地区支部総会でもお知ら

せをする。

入隊希望書は事務局宛てにFAXと する。

●担当 渡邊

9.長野県公安委員との面談報告 渡邊・尾曽

2月 8日 、渡邊・尾曽の 2名が長野県公安委員長大澤氏と面談を行った。

事前連絡では請願についてはNGと のことであつたが、資料を持参し説明、協力を求めたとこ

ろ、全面的賛同をしていただき、2月 9日 の県警・県の合同会議にて各関係者に紹介していただ

くことになった。

緊急車両の登録 。通行証の発行に関してもスムーズに行えることが期待できる結果となった。

10.その他

。チェックリス ト・マニュアルは今後日整D」AT本部の資料が出来上がり次第、随時修正を行っ

ていくものとする。

・実習については研修所併設の施設を現在選定中である。

・次回会議は塩尻にて、3月 4日 行う予定である。
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部会報告/保険部

平成28年度 第2回保険部会報告

時

所

日

場

保険部副音限  保 尊  伸 昭

平成29年 1月 25日 (水)13:30よ り

(公社)長野県柔道整復師会会館 会議室

出席者 :酒井正彦 保尊伸昭 宮沢康信 高橋 文彦 濱 敦 高木観志

次第及び議題

1.開会の辞 保尊伸昭 副部長

2.部長挨拶 酒井正彦 部長

3.議 事

1)最近の柔道整復師会の動向について

2)予算書 (案 )について

3)目 安表について (自賠責 )

4)国保審査会と公的審査会の協議会開催について

5)保険講習会の状況及び未受講者への対応について

6)返戻、不支給、保険者から受療者への通知等の対策について

7)各支部からの質問・要望事項について

8)その他

4.開会の辞 保尊伸昭 副部長

平成28年度 第3回保険部会報告

進 行 保尊伸昭 副部長

時

所

日

場

保険部副部長 1果薯

' 1申

口召

平成29年 3月 30日  13:30よ り

(公社)長野県柔道整復師会会館 会議室

出席者 :酒井正彦 保尊伸昭 宮沢康信 高橋文彦 濱 敦 高木観志

つ
０

（
Ｕ



部会報告/保険部

進 行 保尊伸昭 副部長

1.開会の辞 保尊伸昭 副部長

2.部長挨拶 酒井正彦 部長

3.議 事

1)最近の柔道整復師会の動向について

2)事業計画について (介護)来 年度より介護班を含む

3)」 A共済連との懇談会について 3/30 16時 より長野ホテル犀北館にて開催

4)各支部からの質問・要望事項について

5)その他

4.開会の辞 保尊伸昭 副部長
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部会報告/学術部

平成28年度第4回学術部会報告

日 時 :平成29年 1月 7日 (日 )17時 より

場 所 :ホ テル国際21・ 長野市

出席者 柏木久明 西條義明 井坪克人 原 隆 宮崎 剛 菊池和哉 三間慎一郎

鶴田 隆 篠崎裕一 (敬称略)

会議次第

1.開会の辞

2 部長挨拶・特別増員部員紹介

3 協議 。報告事項

4.閉会の辞

協議・報告事項

1.平成27年度解剖学講習会及び学術講演会開催について。 (第25回 )(終了事業報告 )

担当 (三 間中信部長)

平成28年 11月 13日 (日 )会 場 信州大学解剖学教室 13時～16時 20分

○ 特別講演 「ポーツタト傷 。障害」

相澤病院 スポーツ障害予防治療センター長 伊坪 敏郎 先生

○

○

地区別参加者数 東信24名 北信38名 中信34名 南信26名

参加者総数 122名 でした。

2.第 24回 日本柔道接骨医学会学術大会 (終了事業報告 )

○

講演「覚の不思議」

信州大学医学部人体構造学教授 森泉 哲次 先生

解説  「上肢」

信州大学医学部人体構造学教授 森泉 哲次 先生

解剖実習 「上肢の解剖」

帝京平成大学ヒューマンケア学部 准教授 (信州大学医学部特任教員)掛 川  晃 先生

(本会会員)
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部会報告/学術部

開催日 平成28年 11月 19日 (土)～20(日 )

会場 仙台国際センター

本県参加者総数 22名

地区別参加者数 東信 8名 北信 1名 中信 1名 南信12名 でした。

3.28年度 。第43回長野県接骨学会開催について担当 (三 間中信部長)男J紙資料作成済み

主管地区開催地の輪番は次のとお り南信 。中信 。東信・北信

23年度 (24年開催)よ り2順 目となった。

28年度接骨学会

前 日準備 3月 4日 (土 )17時 レザンホール集合

前夜祭会場 ホテル中村屋 塩尻市大門 LL0263-52-1300

開始時間 18時 30分

学会

日時  平成28年 3月 5日 (日 )

会場 塩尻市 レザンホール

開始時間 午前 9時開会 (8時30分ホール開錠 )

論文発表

1 研究発表 各支部 1 題 *自 由テーマ

2 実技発表   今回無 し

3 シンポ    中断

特別講演 社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院医院長・理事長 相澤 孝夫 先生

演題 [子高齢化・人口減少社会を迎えた我が国の社会保障]

4.地区学会及び学術講演会・講習会の開催について

各地区の状況報告開催予定日

北信地区 1月 15日 (日 )東 信地区 1月 28日 (日 )

中信地区12月 11日 (日 )南 信地区11月 27日 (日 )中 南信地区は終了

5.ボ ンラル・ほねつぎ及び月刊内報の投稿について

ボンラル・ほねつぎ年 2回発行 7月 。1月 (予定)

1 部会報告・行事案内 担当 部長、副部長、理事

2 学術シリーズ    担当 部員 (中 、東、北、南信の順で)

3 行事報告 [解剖 。中信 県学会 。南信 北信越学会・北信]部員

日接医学会・実技研修会 。その他は参加者で調整担当する。

月刊内報 毎月発行 原稿は情報担当委員長に20日 までに提出する。
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6.公益社団法人日本柔道整復師会第39回北信越学術大会長野大会 について 別紙参照

開催日 平成29年 6月 17日 (土)～ 18日 (日 )

会 場 ホテル国際21・ 長野市

7.その他

029年北信越ブロック学会に関する関係部会を12月 24日 (土)に 開催 しました。

経験豊かなベテラン2名の増員が理事会で承認されました。

○北信越ブロック学術部長会議の開催は残念ながら見送られました。

○第43回県接骨医学会の前夜祭にIT広報部の参加あり。

⌒   8.今 後の予定

第 5回学術部会 。学会準備会 3月 4日 (土)塩 尻市

第 6回学術部会 。学会反省会・選考会 3月 5日 (日 )塩 尻市

部会報告/学術部

第 4回部会終了後第39回北信越学術大会長野大会開催会場ホテル国際21に て学術部関係者にて

会場下見とホテル関係者との打ち合わせを行った。
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部会報告/学術部

平成28年度第5回学術部会報告

日 時 :平成29年 3月 4日 (土)17時～18時30分

場 所 :レザンホール・塩尻市

出席者 柏木久明 西條義明 井坪克人 原 隆 宮崎 岡l 菊池和哉 三間慎一郎

鶴田 隆 篠崎裕一 (敬称略)

以上県学術部員他中信地区学術部員

平成29年 3月 5日 (日 )開催の第43回長野県接骨学会の会場塩尻市レザンホールにて学術部員およ

びホール担当市職員 2名 と伴にPC・ 照明・椅子・机等の配置、数等の確認作業を行い当日の進行手

順の打ち合わせと確認を行った。

終了後ホテル中村屋に移動の上、県役員、関係者等で前夜祭を開催 した。

平成28年度第6回学術部会報告

日 時 :平成29年 3月 5日 (日 )13時 30分～14時 40分

場 所 :レザンホール控室

出席者 柏木久明 西條義明 井坪克人 原 隆 宮崎 剛 菊池和哉 三間慎一郎

当日開催された第43回 長野県接骨学会の反省及び平成29年 6月 18日 (日 )開催の (公社)日 本柔道

整復師会第39回北信越学術大会長野大会への本県代表論文の選出会議と長野県大会運営打ち合わせを

行った。

反省点の重要課題は学会の会員、一般参加者を増加させることであった。

選出会議の結果、長野県代表発表として廣川喜博東信地区会員発表演題 [急性足関節外倶1靭帯損傷

における手技後の加重能力調査]が決定された。

39回北信越学会学の会場は長野市のホテル国際21を確保済み。

29年 は役員改選に当たるが現学術部その他現職が 6月 18ま では現在の役職、肩書を継続することと

する。
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部会報告/1T・ 広報部
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平成29年度 第3回 lT・ 広報部会

平成29年 1月 7日 (土曜日)午 後 3時～

於.(公社)長野県柔整師会館会議室

出席者 西條賢治 石坂秀司 内堀泰明 篠崎裕一 永澤健志

木下正人 宮沢康信 竹岡聖師 北村豊 以上 9名

開会の辞

部長挨拶

1.議 事

(1)IT・ 広報部事業計画、予算について

(2)会報104、 105号の内容について

(3)ホ ームページについて

(4)IT・ 広報活動について

2 会報103号校正作業

閉会の辞

平成29年度 会報103号 最終校正

平成29年 1月 16日 (土曜日)12時 30分～

於.(公社)長野県柔道整復師会事務局・部長宅

出席者 西條賢治 以上  1名

会報103号  最終原稿校正作業

以上
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部会報告/1T。 広報部

平成29年度 第4回lT・ 広報部会

平成29年 3月 4日 (土曜日)午 後 4時～

於.ホ テル中村屋

出席者 西條賢治 石坂秀司 内堀泰明 篠崎裕一 永澤健志

木下正人 宮沢康信 竹岡聖師 北村豊 以上 9名

開会の辞

部長挨拶

1.議 事

(1)IT・ 広報部の在 り方

(2)会報104・ 105号 の特集について

(3)ホ ームページについて

2.2年 間の反省

閉会の辞
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部会報告/スポーツ支援部

平成28年度 第3回スポーツ支援部会

平成29年 2月 4日 (土)午後 2時～

本会会館 3階和室

出席者 保尊伸昭 田中健一 横関康寿 桧山 治 高原祐樹 小松孝史

市川敦 (柔道担当)神 農来栄 (柔道担当)

1.開会の辞 田中健一 副部長

2 部長挨拶 保尊伸昭 部長

3.議事 議事録作成 (中 信 高原部員)

(ア )ス ポーツボランティア

① 事業計画案 。予算案・H28事業報告

② 救護、 トレーナー派遣活動とりまとめ (活動支援金 )

本会様式に記入し、提出 本会より各地区部長に入金。

③ スポーツドクター協議会 4/1 松本市 :中信で対応する

④ 日体協 トレーナー推薦 正副部長で選考した1/14(安田智哉会員)。

⑤ その他

(イ )柔道関連

① 日整全国柔道大会報告会 (合同練習・懇親会)2/4 15:00～

担当 田中副部長

② 日整柔道大会関係

。日整全国少年柔道大会10/8

地区大会共催する (5/14頃 )協賛5+5
チャンピオン大会共催 (6/25)

。日整全国少年柔道形競技会 (今年は新潟県)

。日整全国柔道大会 10/8講道館

予選会5/20本会会館

北信越ブロック6/17長野市

③ 北信越ブロック柔道大会 予選会

H29.5.20(土)15:00～ 本会

18:00～壮行会 会場 :検討中

④ 北信越ブロック柔道大会 H29617(土 )13:00
長野市運動公園総合体育館柔道場

役員リス ト今期役員は大会まで会務延長とする。

打ち合わせを5/21本会総会終了後 行います。

審判長及び審判 4名 を県柔道連盟に派遣要請 ⇒ 2/6済

⑤ 全国柔道大会参観チケット2/20締切
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部会報告/スポーツ支援部

部会・理事会に提出 申込先 田中先生 先着順

⑥ その他

日整全国少年柔道大会において選手に大会用柔道着を供与したが、成長期とも相まって、所

属団体でのユニホームのほうがよいとの見解⇒同金額内において混成チームの活動助成金及

びワッペン、チームTシ ャッを検討。

4.閉会の辞 田中健一副部長

平成29年度 第 1回スポーツ支援部会

日  時 平成29年 5月 20日  (土)13:00～ 会館 2F支部長室

出 席 者 保尊伸昭   田中健一   市川 敦   神農来栄

桧山 治   横関康寿   高原祐樹   小松孝史

開会の辞 スポーツ支援委員会副部長 田中健一

部長挨拶              保尊伸昭

議  事 北信越ブロック柔道大会選考会

北信越ブロック柔道大会運営等 プログラム等の確認

○柔道関係

・チャンピオン大会地区予選会 5/14・ 21(日 )頃   各地区対応

協賛金 5万円 。活動支援金 5万円 (必要経費分のみ)

。チャンピオン大会県大会 6/25(日 )上田市 (正副会長)部長 副部長 部員 1名

・開会式9:30～ 上田市自然運動公園総合体育館上田市大字下之郷935

長野県少年・少女柔道チャンピオン大会と共催で行います。

参加入賞選手から選抜チームを結成 し10月 8日 講道館で開催 される日整全国大会に出場 しま

す。

・北信越ブロック柔道大会 6/17(土)長野市

。日整全国少年柔道大会  10/8(日 )講道館

日整全国柔道大会     ク

・醍醐杯柔道大会 11/26(日 )松本市

。総会会場準備 北信越予選会の後、明日の本会通常総会の会場設営を行う。

○スポボラ関係

。第 2回部会 6月 10日 (土)頃を予定

。中体連 市大会 (6/11頃 )

地区大会 (6/25頃 )

県大会 (7/9頃 )

。平成29年度 トップ指導者 ミーテイング6/24(土 )北信対応 (田 中・高原 )

。中体連 北信越大会 当番県 :長野県

広告 救護支援
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部会報告/スポーツ支援部

◎北信越ブロック柔道大会選手選考会

平成29年 5月 20日 (土)15:00 本会柔道場

内報、ボンラル原稿 (写真)北信桧山部員

司会進行  スポーツ支援副部長   田中健一

部長挨拶              保尊伸昭スポーツ支援部長

会長挨拶              内山富之 会長

練習試合              神農来栄部員の指示による

※選考会後総会会場準備を部員と参加者で行った。

◎代表選手壮行会・出場選手慰労会

平成29年 5月 20日 (土)18:00 :茶 苑 志 もだ

参加者19名 内山富之 酒井正彦 西條賢治 部員 7名 監督 。選手 9名

司会         田中健一

開会の辞       東信 市川 敦

部長挨拶・監督発表  保尊伸昭

会長挨拶       内山富之

監督挨拶代表選手発表 岩下富夫

※代表選手 土屋 樹  村山洸介  岩下貴士  神農来栄  斉藤公志郎

◎北信越ブロック柔道大会大会役員打ち合わせ

日 時 平成29年 5月 21日 (日 )14:30～ (本会総会・協同組合総会終了後 )

場 所  会館 柔道場

出席者  保尊伸昭   田中健一 桧山 治 高原祐樹 市川 敦  神農来栄

正副会長 他20名 (事務局 4名含む)

昼食用意 弁当30  資料20部 (役務分担表 。タイムテーブル)
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会務報告

会 務 報 告

新入会員 平成29年 6月 現在

地 区 氏  名 郵便番号 住 所 会員種別 入会年月日 備考

東信 飯 田 秀男 389-0516 東御市田中661 正 H29.4.1

中信 穂高 康也 390-0872 松本市北深志1410 正 H29. 4. 1

南信 関島 康道 395-0804 飯田市鼎名古熊2018-1 正 H29. ９

″

南信 小池 輝宗 399-3303 下伊那郡松川町元大島1385-2 正 H29 4 3

東信 土屋  樹 389-0111 北佐久郡軽井沢町長倉2383-1 賛助 H29.4.3

東信 北原圭一郎 384-1406 南佐久郡川上村大字原312 賛助 H29.410

東信 中村  元 386-0012 上田市中央4213 賛助 H29.5.12

北信 小林しおり 381-0012 長野市柳原220123 賛助 H29. 3  2

Jヒ 4言 宮寄 結衣 381-0044 長野市中越19-35 賛助 H29. 4. 1

Jヒ 4言 山崎 元太 388-8011 長野市篠ノ井布施五明2961 賛助 H29  4  1

北信 熊井 貴一 381-0031 長野市西尾張部293-14 賛助 H29. 4. 5

信レ
し

■
■ 小橋 香穂 389-2101 中野市豊津247911 賛助 H29 6 1

Jヒ 4言 鶴 田 啓 人 383-0012 中野市一本木23}9 賛助 H29.6.1

中信 大日方直樹 399-8304 安曇野市穂高柏原46324 賛助 H29 1.4

中信 清水 晴香 399-0025 松本市寿台2611 賛助 H29.2.1

中信 松尾 雄太 399-0744 塩尻市大門10801 賛助 H29.4 1

中信 北澤 誠也 399-0745 塩尻市大門桔梗町2-3 賛助 H29  4  1

中信 春 原 潤 也 399-7104 安曇野市明科七貴57282 賛助 H29.4.1

中信 多嶋田 陵 399-7104 安曇野市明科七貴5728-2 賛助 H29. 4. 1

中信 高藤  優 399-8101 安曇野市三郷明盛289710 賛助 H29.6.12

南信 尾曽 友美 399-4601 上伊那郡箕輪町中箕輪6001 賛助 H29  4  1
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会員の異動 平成29年 4月 現在

地 区 氏  名 郵便番号 住 所 会員種別 入会年月 日 備 考

東信 伊藤 洋文 384-0414 佐久市下越152 正 H29. 2 23 死 亡

ゴヒ清雪 鎌原 雅和 381-2215 長野市稲里町中氷飽998-1 正 H29. 3.31 退会

中信 舟木  健 399-8601 北安曇郡池田町池田4124 正 H29.4.30 退会

南信 原  利夫 395-1100 下伊那郡喬木村12905 正 H29. 2.28 退会

南信 関  博和 394-0002 岡谷市赤羽2334 正 H29. 3.31 退会

南信 竹下 永治 399-3103 下伊那郡高森町下市田20765 正 H29. 4.30 退会

東信 永井香奈美 389-0512 東御市田中661 賛 H29.4.1 退会

北信 池上 真司 381-0044 長野市中越 1-9-35 賛 H29 3.1 退会

Jヒ 4言 小松 千恵 387-0011 千曲市杭瀬下505-4 賛 H29. 3. 2 退会

Jヒ 4言 矢口  I軍 387-0011 千曲市杭瀬下5054 賛 H29 3.2 退会

北信 ガヽ林  明 381-0401 下高井郡山ノ内町平穏40131 賛 H29.3.31 退会

北 信 倉石紘二郎 380-0806 長野市三輪田町13386 賛 H29 3.31 退会

ゴヒ4言 安田 智哉 380-0911 長野市稲葉625 賛 H29. 3.31 退会

中信 小平 明彦 399-8101 安曇野市三郷明盛2787-10 賛 H29.3.31 退会

中信 五十嵐友彰 399-7104 安曇野市明科七貴5728-2 賛 H29.4.1 退会

中信 舟木ひろ子 399-8601 北安曇郡池田町池田4124 賛 H29. 4.30 退会

南信 小原 剛寛 395-1100 下伊那郡喬木村1290-5 賛 H29 2.28 退会

南信 大島 康義 394-0029 岡谷市幸町740 賛 H29.3.31 退会

南 信 竹下 祥一 399-3103 下伊那郡高森町下市田20765 賛 H29.4.30 退会
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痛夕期 ・疲労回復
=こ

バイオミニ E
KE‐562  益籍1389000円 +消費税

〔クラス1/特管〕認証番号 :226AFBZXOlll171000

機定格電圧 :DC5V、 単三形乾電池4本、
専用ACア ダフタUC8312Ю 520(入 力 AC100V)

爾定格消費電力 :03W
麟寸法 :(高さ)371mm X(幅 )223 5mm× (奥行)124 6mm
鐵重里 :290g
麟最大出力電流 :2mArms(1∞00負荷時)

艤定格出力電圧 :126Vp p(10000負 荷時 )

艤出力周波数 1027～ 333Hz
疇パルス幅 :lms～ 1850ms
麟出力波形 |パルス波

Ｌ
　
　
′砥

1驚み| ○1轟聯|

期珊鯉鶴轟

1治療
=こ
新レ 崚察

ブー/Xル の月口″クェー右
低周波治療 :据

σ ス DR=へ σ
たクノ∵九二ゝニマVたノ

低周波治療器

SARNOS(サーノス)

●保護の形式 :ク ラス I機器

●保護の程度 :BF形装着部

新開発

Gあzれグ∬
― バイオミニ I―

KE‐548  益籍8509000円 +消費税

〔クラスⅡ/特管〕認証番号 1222ALBZX00038000

●定格電圧 :AC100V
●電源周波数 :50/60H2
●電源入力 :100VA
●最大出力電圧 :130Vpp± 200/o(5000負荷時 )

●最大出力電流 :70± 10mArms(5000負荷時 )

●出力周波数 :1 36kHz± 10%～  174 k Hz± 100/0 27kHz± 100/O

●出力波形 :A、 B ●出カチャンネル数 16

●安全装計 ゼロスター ト方式 ス トップスイッチ 電源ヒューズ5A
●本体の寸法 :幅 330mm× 奥行 351 mm× 高さ 226mm
●本体の重量 :約 5 2kg

〔付属品】

電源コード
アースコード

1本
]本

2P‐3P交換プラグ     1個
導子コード     黄緑橙各2本
丸型湿性平導子  黄6個 青6個
マジックバンド   長3本 短3本
添付文書         1部
取扱説明署         1部

:ただいまデモンストレーションを実施中です。
お気軽にダ問い合わせくださし)。 ____ |

妻閣渤微から顔屈鵬欲ま酸 コントロ%

肉 を搭軌
大阪営業所 :TEL_06‐ 6935‐30160 FAX_06‐ 6935・3017
新潟営業所 :TEL_025‐286‐0521 0 FAX_025‐ 286‐3870
福島営業所 :TEL024‐ 961‐721l①  FAX_024‐ 961‐7221
仙台出張所 :TEL022‐ 287‐6273m FAX_022‐ 287‐6218

株式会社
=貴

コ
本  社 :〒 225‐0002 神奈川県横浜市青葉区美 しが丘 2‐ 17‐39

‐5471(O FAX_045‐902‐9262
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全ての治療院径
柔整向けレセコン「柔プラス」は、

保険請求に関する機能が充実 している

のはもちろん、どうすれば治療院運営

のお役に立てるかを追及 し、 レセコン

ソフ トの枠にとらわれないシステムに

なつています。

*srr! O1&94-r_ 8lt+n *!

|●」 ■3t

//VA〃

卜

，

”ノ

九”
濱発′テ中 I

(■■
tS:' .d'. ed

)入れ‐ ください!!

鍼灸・あんま・ マッサージの保険請求決定版

快癒プラス磯
保険請求業務や運営補助機能などがあり、
鍼灸 。あんま・マッサージ院の日々の業務を
徹底的にアシス トします。

・ レセプ ト、カルテ発行

・ リピー ト率向上機能

・往療診療対応

・複数業務形態対応

‰躙1鶉 騨ゞ咽

1髯 島甚え鶉馘憲

躾‐.:][:::][::貫 il:i

Foo十Look
フットルックでわかること

足裏の圧力分布   ・重心位置の計算

・凹凸チ ェック   ・ 指の角度 と土踏まず

`[i:lili]1鷲

11:i::|;!i:〔

::l]〔
::I[■

lli[]li[[

WEB予約システム ご予約 ドットネット

顧客側・管理側共に直感的に操作でき、
初見でも迷う事がありません。
ガントチャー ト表示での予約一覧は視認
性に優れ、予約の把握が容易にできます。

彗絲 國
htp″www go yOyaku net/

M― I ゴ ■ 1 11〕覆0】望壺EE:LL‐
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藤 計:
「
ド E■iEヨF可■己■円四鵬回EHIFi

現

"“
E可獨,fIE燿 ≒習二螂 薔

L

嬢骨院経 営支援基本 システム

H□ N ttT,
１

２

３

４

５ 廃躍2盪皇王皇残債
の支論量が残

ることはありません。________|

隕躊麒躊塚核骰賤慇讚塚晰鰈蜀  
初期導入費  100′ 000円 (税男」) 月額レンタル料 6′ 000円 晰P」
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レシートプリンター
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警簡単操作・ 高速 印刷 で手間 と時間を削減

‡翠淵臓 鼈もありません。

60′000円
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1  看曇現

又藁≧褪翫滋l…
120′ 000円

L蛯  範坂執_盃

[1黒
燻鼻醜 1翻蒻嵐1120‐ 00口1552

dicalsystem.co_jp f板デ″勇πジズデム|:[麗画遜kMEDICAL SYSTEM I E― ma‖ info@m
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ほねつ ぎ第105号 (冬季号)発行予定 日と締切予定 日

>投稿される方へのお願いく
Wordで作成 された原稿・写真はUSBメ モリーに書 き込みお送 りいただ くか、 E― mailの貼

付 ファイルで送信 して ください。

原稿にテーマ・タイ トル・地区名・氏名など記載 していただき、指示書 と共に提出して くださ

い 。

3.寄稿者の顔写真 も貼付 して ください。

4.投稿用写真には必ず説明文を記載 して ください。

業界の年鑑となるよう様々な情報 。事業報告 。ご提言等多くお寄せください。

原 稿 締 切  ◆平成29年 12月 10日 ◆

宛    先  (公社)長野県柔道整復師会 IT広報部宛

電     言舌  026-224-6800    フ ァ ッ ク ス   026-224-7575
Ⅳlail address   chousei(Dorion.ocn.ne.Jp

発 行 予 定 日  平成29年 7月

>編  集 後  言己く

広報ほねつぎ 2017・ 夏号が出来上が りました。

2017年は トランプ大統領が就任、森友学園・加計学園問題、ヤマ ト運輸値上げ方針、稲田防衛

相失言・今村雅弘復興相失言・豊田真由子議員罵声、北朝鮮 ミサイル問題、韓国ムン・ジェイン

氏当選、カール販売縮小、等のニュースが飛び交う中長野県では、震度 5強の南部地震がおこり

息つ く暇が無い上半期でした。

表 紙 写 真 説 明

「第39回北信越学術大会」

第39回 北信越学術大会 長野大会の会場風景です。長野県会員は184名 の参

加、他県 。一般を加えると総数399名 になりました。

(魚眼レンズで撮影後、ソフトで修正 )
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